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Ⅰ 熊本大学附属図書館の現況及び特徴 

１現況 

（１） 学部等名：熊本大学附属図書館 

 

（２） 学生数及び教員数（平成 26 年５月 1 日現在） 

：学生数 ０人、専任教員数（現員数）：  ０人、助手数（ ０人） 

 

２特徴 

熊本大学附属図書館は、昭和 24年５月31日の熊本大学設置に伴い、熊本医科大学、第五

高等学校、熊本師範学校男子部・女子部、熊本青年師範学校、熊本薬学専門学校及び熊本

工業専門学校の各附属図書館（室）を統合して発足した。発足時の施設は、中央館が黒髪

北、工学部分館が黒髪南、医学部分館が本荘、薬学部分館が大江の各地区に所在し、教育

学部分館は京町と内坪井町にあり、それぞれで管理運営を行っていた。  

 現在は中央館のほか２分館（医学系と薬学部）の体制をとっている。この間、蔵書数が

約７倍に増えたことをはじめ、分館における 24時間開館の実現や、電子コンテンツの集

積・整備を行うなど、学術情報基盤としての役割をますます高めていっている。 

 現在の附属図書館に求められている機能・役割については、「総合情報環構想 2010」

（平成22年７月）で具体的に提言されている。「総合情報環構想 2010」は、５つの環（利

用者の環、サービスの環、データベースの環、インフラ基盤の環、組織的・人的サポート

の環）という概念のもとに本学キャンパス環境の高度情報化に関するビジョンをまとめた

ものである。その中に大学図書館「ラーニングコモンズ」の構想が示されており、具体的

なラーニングコモンズのイメージとともに、新たな教育方法とその教育効果について「ラ

ーニングコモンズの導入による協調学修環境、個別指導環境を構築し、学修・研究活動の

活性化を支援する。」と述べられている。  

 平成24年４月に着工された附属図書館（中央館）の全面改修（平成 25年10月オープン）

では「総合情報環構想 2010」に沿うとともに文部科学省の新たな大学図書館像に応えるも

のとして、スーパーアクティブエリア、グループ学修室、ライティングサポートエリアか

らなるラーニングコモンズを新設した。ラーニングコモンズは、多様な情報源から収集す

るデジタル情報や紙媒体資料（図書）をもとにディスカッションやディベートを展開する

主体的な学修の場であり、問題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング）の実践の

場となっている。  

 平成18年５月から正式運用を開始している「熊本大学学術リポジトリ」では、熊本大学

の教育・研究活動から生み出された学術成果を収集し、デジタル形式で保存し公開してい

る。日本国内の大学等の機関リポジトリに収録されているデータの一括検索が可能な国立

情報学研究所の機関リポジトリ・ポータル JAIROとも連携している。学術リポジトリに登

録された本学の研究成果は、研究者のみならず、広く一般市民や企業・公的機関へ公開さ

れ、学術情報が広く共有されることになり、本学の社会貢献の一助となっている。昨今の

電子ジャーナル経費の高騰に対抗する手段として論文のオープンアクセス化が取りざたさ

れており、機関リポジトリ（大学学術リポジトリ）への期待が高まっているところであ

る。 

 本学の特色のあるコレクション創生の対象として旧藩政資料、阿蘇家文書、旧制五高資

料、水俣病研究資料等が挙げられる。これらの資料の収集から発信については、附属図書

館単独はもとより個人や学部レベルの研究者だけでは不可能であることから、大学として

の立場の研究者と附属図書館との密接な連携により実施することとなった。これを受け

て、平成11年10月に「学術資料調査研究推進室」が附属図書館に設置され、本学としてど

のような教育・研究を行い、貢献したかが大学外から見える形でコレクションを収集・整

理・保存し、発信することとなった。同推進室では、「水俣病関係学術資料の整理収
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集」、「熊本大学が所蔵する古文書の分析・研究」及び「ラフカディオ・ハーンコレクシ

ョンの研究」という３つのテーマのもとに調査研究が行われている。  

更に附属図書館の特徴として特記すべきこととして、多くの貴重資料を所蔵又は寄託を

受け保管していることが挙げられる。公益財団法人永青文庫から寄託を受けている細川家

北岡文庫（永青文庫）及び阿蘇家文書は国指定の重要文化財である。このほか松井家文

書、時習館文庫、八雲文庫等々いずれも貴重な教育研究資料である。附属図書館では、古

文書資料業務の人材育成を目的に昭和 60年度より、図書館職員有志による古文書勉強会を

現在まで継続している。現在は、松井文庫「一紙文書」の翻刻と目録調査票作成作業を行

っており、近々の一般公開を目指している。 

また、附属図書館では、地域への文化貢献の１つとして、昭和 59年度から毎年、秋の学

園祭の時期に合わせて資料展及び講演会を開催している。第１回（昭和59年度）から第17

回（平成12年度）までは「特殊資料展」として、第 18回（平成13年度）からは「貴重資料

展」として回を重ね、平成 26年度には第30回を迎えることとなる。  

 

３組織の目的  

インターネット上の多様な情報資源に対して、学生、教職員が容易にアクセス可能とな

り、学術情報流通においても、主要な海外学術雑誌が電子ジャーナルとして普及するなど

図書館を取り巻く環境はめまぐるしく変化している。 

 図書館を取り巻くこのような状況の中、本学の「教育基本法及び大学設置法の精神に則

り、総合大学として、知の創造、承継、発展に努め、知的、道徳的及び応用的能力を備え

た人材を育成することにより、地域と国際社会に貢献することを目的とする」という理念

に基づき、附属図書館では「熊本大学附属図書館は、熊本大学の理念に基づき、教育と研

究活動を支える学術情報基盤としての不可欠な資料を収集・保管し、学内外の利用者に対

して、効果的に提供することを目指す。」という理念を掲げて図書館運営の目標としている。 

附属図書館では、目的を大きく「教育（学習）支援」「研究支援」「社会貢献」「国際化」

「情報発信」に分類し、これらの目的を達成するため次のような具体的な目標を掲げてい

る。①「教育（学習）支援」について、ICT（情報通信技術）を活用した教育を推進するた

め、 図書館の ICT 環境を整備・強化するとともに学修相談・助言の支援体制を強化し、学

生の自立的学修環境を整備する。②「研究支援」では、本学の研究成果を収集・保存し、

ホームページ等で公開することや研究用データベース等の電子コンテンツの整備による支

援を行う。③「社会貢献」の面からは、貴重資料の公開や公立図書館等との連携強化によ

り、地域文化の向上に貢献することを目標とする。そして、④英語化を推進し、「国際化」

に必要な環境整備を行い、⑤ホームページや広報誌等を充実し、社会に開かれた図書館と

して、積極的な「情報発信」を行う。  

 更に第二期中期目標期間には、これらの目標を達成するための具体的な到達点を示して

おり、全てについて期間中の目標達成が可能な状況である。 

 国際化に関しては、既に英語による図書館利用案内を整備し、現在、留学生の図書館利

用促進のための方策について検討を進めているところである。附属図書館中央館に設置し

たラーニングコモンズでは留学生と日本人学生の交流が始まっている。図書館が本学学生

の国際化促進の場となり、国際化に貢献できるような環境も整ってきた。  

医学系分館にも平成 24 年度にグループ学修室を設置した。中央館のラーニングコモン

ズ共々、批判的・合理的な思考力、想像力と構想力、チームワーク力を培養し、従来の大

学教育からの質的転換を実現する場となり、中央館・医学系分館・薬学部分館が連携して

機能を充実させることにより本学学生の質の向上に貢献することを期待するものである。  
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Ⅱ 社会貢献の領域に関する自己評価書 
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１．社会貢献の目的と特徴  

 附属図書館は、全学の社会貢献の目的に沿って「第二期中期目標」（平成 22 年）で、社

会との連携に関する目標として、次の３点を掲げている。  

①  附属図書館所蔵の貴重資料の公開について、企画を充実させた貴重資料展実施計画を

実施する。  

②  学術リポジトリ拡充計画に基づき、研究成果等の登録を増加させる。  

③  公立図書館等との連携を進める。  

機関（学術）リポジトリでは、教員の論文アーカイブ作業をサポートするとともに、

研究成果を広く社会に発信することで社会貢献を進めており、登録件数の増加を当面の

目標としている。 

中央館には、阿蘇家文書や細川家北岡文庫（永青文庫）をはじめとして国内外から注目

されている非常に貴重な資料を所蔵しており、貴重資料展はこれら学術的な史資料を研究

者と図書館の連携により、一般市民にも分かり易く紹介する大変特徴的で優れた公開事業

である。 

 公共図書館等との連携を進めること及び公共図書館には所蔵されていない特色ある

資料を市民に紹介すること、本学が所蔵する貴重資料を電子化して、記録価値の高いデ

ジタルデータとして残すことやそれを公開することも社会貢献の目的である。  

 

［想定する関係者とその期待］  

附属図書館における社会貢献において想定する関係者は、インターネットを介すること

によって全世界に及んでいると言うことが出来る。地域における貢献では、一般利用者や

他大学の学生が関係者である。大学図書館が保有する資料を開放することで大学の研究者

とほぼ同等の共益を得ることが出来ることは、大きな魅力であり、一般社会に大きく期待

されている。 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 学術リポジトリでは、計画の策定、改訂及び関係システムの構築等を不断に実施するこ

とで、リポジトリ登録件数やダウンロード件数が顕著に増加した。  

また例年実施している、貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナーは回を重ねてお

り参加者の過半数が一般市民であることは、地域貢献活動の成果である。 

 

【改善を要する点】  

 地域貢献活動への参加者の満足度を判断するためアンケートを実施するなど、関係者の

具体的な評価を得る方法を検討し、今後の活動に活かしていく必要がある。 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。 

観点 社会貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的

方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 熊本大学学術リポジトリと貴重資料の美術館・博物館への貸出、貴重資料の電子化（資

料 C－１－１－１－１）活動の目的や方針は、学術リポジトリ運用指針（資料 C－１－１－

１－２）、貴重資料公開指針（資料 C－１－１－１－３）により定められている。計画の詳

細を決定するため、平成 22 年度に熊本大学学術リポジトリ拡充計画を策定した（資料 C－

１－１－１－４）。 

 上記の目的と計画は、熊本大学附属図書館及び熊本大学のホームページに掲載され（資
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料 C－１－１－１－５）ている。  

 

（資料 C－１－１－１－１）貴重資料等の電子化計画（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 23 年度第４回附属図書館運営委員会  資料２－４）  
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（資料 C－１－１－１－２）熊本大学附属図書館学術リポジトリ運用指針（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  
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（資料 C－１－１－１－３）熊本大学附属図書館貴重資料公開指針（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （出典：附属図書館・規則）  
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（資料 C－１－１－１－４）「熊本大学学術リポジトリ」拡充計画（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料） 

 

（資料Ｃ－１－１－１－５）ホームページ公開アドレス  

 

 

 

 

 

 

 

         （出典：附属図書館ホームページ、熊本大学ホームページ）  

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

 

資料 C－１－１－１－２ 熊本大学附属図書館学術リポジトリ運用指針  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/reposit/indicator.pdf 

 

資料 C－１－１－１－３ 熊本大学附属図書館貴重資料公開指針  （熊本大学）  

http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000708.htm 
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（判断理由）  

 社会貢献活動の計画や方針は、熊本大学及び附属図書館ホームページに掲載し公表・周

知されている。  

 学術リポジトリ計画達成のために、学術リポジトリの詳細を説明したホームページ・Q&A

ページを作成し、研究成果の登録促進パンフレット配布やメールによる広報、説明会の開

催、中央館では新たにデジタルサイネージ（電子掲示板）を用いた広報を行っている。  

 社会貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針を

定めており、新たな広報を開始した状況から、期待される水準にあると判断できる。 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

熊本大学学術リポジトリ拡充計画（資料 C－１－１－１－４（９頁））に従って、平成 22

年度から 25 年度にかけては、合計 4,677 件の登録を完了した（資料 C－１－２－１－１）。

平成 22 年度には大学評価データベース TSUBAKI から自動でリポジトリ登録用の PDF ファ

イルが附属図書館に届くように設定した（資料 C－１－２－１－２）。平成 23 年度以降は

学外論文データベース Scopus と連携し、リポジトリに登録可能な研究成果の情報を図書

館が継続的かつ自動的に入手できるように設定した（資料 C－１－２－１－３）。平成 24

年度は容易に教員へ登録依頼を行う論文登録依頼システムを試作した（資料 C－１－２－

１－４）。平成 25 年度は博士論文の原則電子化に伴う学内外連携（リポジトリシステム改

修）を行った。 

 また、学術リポジトリの登録件数が平成 24 年度に１万件を突破したことを記念し、さら

に登録数を増加させる目的で研究者インタビュー（資料 C－１－２－１－５）を実施した。  

 附属図書館は、阿蘇家文書、松井文庫、細川家北岡文庫（永青文庫）など、国指定重要

文化財を含む大変貴重な古文書を多数所蔵している（資料 C－１－２－１－６）。これらの

貴重資料は貸出を実施しており、過去４年間の状況は資料のとおりである（資料 C－１－

２－１－７）。 

貴重資料の電子化では、平成 23 年度に阿蘇家文書（ http://kijima.lib.kumamoto-

u.ac.jp/asoke/）を、平成 24 年度に西園寺家文書の目録データ（ http://www.lib.kumamoto-

u.ac.jp/sites/default/files/saionji_mokuroku.html）を図書館ホームページで公開した。

また、貴重資料展の解説目録は熊本大学学術リポジトリを通じて全て公開している（資料

C－１－２－１－８）。  

 

（資料 C－１－２－１－１）学術リポジトリコンテンツ登録件数推移  

            （単位：件）  

 H21 H22 H23 H24 H25 

登録累計 7,365 8,421 9,954 11,074 12,042 

年間登録数 1,249 1,056 1,533 1,120 968 

    ※登録累計は、各年度末の件数  

（出典：図書館ユニット資料）  
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（資料 C－１－２－１－２）TSUBAKI とリポジトリシステムの連携（概要イメージ図）  

 

          （出典：図書館ユニット資料）  

 

（資料 C－１－２－１－３）研究成果の自動連絡システム（ Scopus との連携）  

 

（出典：図書館ユニット資料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要  

１．学術雑誌（主に外国雑誌）の論文の情報がデータベース（Scopus）に登録される。 

２．１の投稿者の所属が「Kumamoto University」の場合、著者、論文タイトル、掲

載雑誌情報が担当者宛に届く（下図のとおり）  
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（資料 C－１－２－１－４）論文登録依頼システム  

 
（出典：図書館ユニット資料） 

 

（資料 C－１－２－１－５）リポジトリ 1 万件突破記念 研究者インタビュー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：附属図書館ホームページ  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/news/836） 
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（資料 C－１－２－１－６）細川家文書・国指定重要文化財  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：官報  号外第 128 号 109 頁 平成 25 年６月 19 日発行） 
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（資料 C－１－２－１－７）貴重資料・貸出リスト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：図書館ユニット資料）  
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（資料 C－１－２－１－８）貴重資料展・解説目録例（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：附属図書館ホームページ  

http://reposit.lib.kumamoto-u.ac.jp/bitstream/2298/29441/1/kimokuroku-

2013.pdf） 

 

（水準）  

期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

熊本大学学術リポジトリ拡充計画に従って学術成果の登録を進めている。貴重資料の美

術館等への貸出も４年間で 39 館、貸出点数は 665 点にのぼる。貴重資料の電子化におい

ても、熊本大学貴重資料公開指針に従い活動している。  

上記のとおり計画に基づいた活動を実施し、実績を積み重ねていることから期待される

水準にあると判断できる。 

 

観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して活動の成果が上がって

いるか。  

（観点に係る状況）  

学術リポジトリは毎年件数が増加している（資料 C－１－３－１－１）。 

貴重資料の貸出は全国からの要望に応え（資料 C－１－２－１－７（14 頁））、平成 24 年

度から 25 年度にかけては改修工事中にも関わらず、事務スペース内に場所を確保し貸出

返却作業を実施した。  

 貴重資料の電子化も計画に則って進めており、遠隔地の利用者にも検索・閲覧できる環

境を整えている（資料 C－１－２－１－８（15 頁））。 
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（資料 C－１－３－１－１）学術リポジトリ PDF ダウンロード(DL)件数 

                                （単位：件）  

 H21(参考 ) H22 H23 H24 H25 

年間 DL 数 256,156 280,299 341,512 445,614 519,628 

DL 数累計 581,009 861,308 1,202,820 1,648,434 2,168,062 

   （出典：図書館ユニット資料）  

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 学術リポジトリは一日平均で約 1,423 件、本学の研究成果が利用され、研究成果が大量

に利用されていることと、ダウンロード件数が年々増加していることから満足度は高いこ

とがわかる。  

貴重資料の公開は、平成 24 年度後半から 25 年度前半にかけての改修工事期間中も、貸

出に応じた結果、貸出件数は特に減少することなく推移している。  

 上記により、期待される水準にあると判断できる。  

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  

 社会貢献活動の状況を検証する組織は、附属図書館運営委員会である。（資料 C－１－４

－１－１）当委員会に事業の実施報告を行い、学内選出委員から改善のための意見を聴取

している。 

学術リポジトリでは、平成 24 年度に、図書館蔵書検索システム OPAC からもリポジトリ

の論文が検索できるように改善した（資料 C－１－４－１－２）。平成 25 年度は学位規則

改正に伴う博士論文の原則電子化に対応したことで、本学の博士論文を広く社会に発信で

きるようになった。  

各学部において発行している大学紀要の電子化を働きかけ、計 15 タイトルについて、投

稿規定等に原則電子化が織り込まれた（資料 C－１－４－１－３）。  

図書館ホームページを平成 24 年４月リニューアルし、新たに英語版のページを充実さ

せ国際化に対応した（資料 C－１－４－１－４）。 

 貴重資料の貸出（授受）に利用する場所として、改修工事によって空調完備の環境の良

い古文書閲覧室を 3 部屋設けた（資料 C－１－４－１－５）。 
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（資料 C－１－４－１－１）附属図書館組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （出典：附属図書館ホームページ  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/about/aboutus/organization） 

 

（資料 C－１－４－１－２）OPAC からリポジトリ論文が検索可能に（ OPAC 連携） 

 

         （出典：図書館ユニット資料）  
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（資料 C－１－４－１－３）学術リポジトリで電子化された紀要一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  

 

（資料 C－１－４－１－４）リニューアル後・附属図書館ホームページ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：附属図書館ホームページ  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/news/681） 

 

 

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/news/681
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（資料 C－１－４－１－５）改修後の古文書閲覧室 3 部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  

 

（水準）  

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由）  

大学紀要等については、近年は紙媒体での発行を抑える大学が増えてきている。本学で

も電子発行が増加することで、紙媒体の印刷コスト等を抑えるとともに、速く確実に必要

とする利用者へ届けることができる。学術リポジトリの持つこのような利点を最大限活か

すことが出来るよう、本学の状況はもちろん社会の情勢等を踏まえて随時改善を行ってき

た。同様に図書館ホームページも多機能性をもつ新しいサイトへリニューアルした。  

 貴重資料は、改修工事により空調完備の古文書閲覧室 3 部屋を設け、貸出・閲覧時の作

業環境を改善した。 

 上記により、期待される水準を上回ると判断できる。  

 

分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。 

観点 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や

具体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されて

いるか。  

（観点に係る状況）  

附属図書館の地域貢献活動の計画・方針は、理念と目標・計画（資料 C－２－１－１－

１）、貴重資料公開指針（資料 C－１－１－１－３（８頁））により定められている。  

 貴重資料展の計画はメディアへ名義後援を依頼し、ポスターやちらしを作成し配付して

いる（資料 C－２－１－１－２）。 

古文書閲覧室  
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 一般市民を対象（資料 C－２－１－１－３）に、図書館を開放して閲覧・貸出サービス

を実施しており、図書館ホームページに「利用のための手続き（学外者）」（資料 C－２－

１－１－４）を掲載して周知を図っている。  

 上記の目的と計画は、熊本大学附属図書館及び熊本大学のホームページに掲載され（資

料 C－２－１－１－５）ている。  

 公立図書館等との連携についても第二期中期目標に掲げて強化を図っている。  

 

（資料 C－２－１－１－１） 理念と目標・計画（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （出典：附属図書館ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    *項目は社会連携とあるが、地域貢献活動を示す。  



熊本大学附属図書館 

23 

 

（資料Ｃ－２－１－１－２）ポスター例（第 29 回熊本大学附属図書館貴重資料展）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料） 

 

（資料 C－２－１－１－３）熊本大学附属図書館利用規則  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学外者の利用手続きは熊本大学附属図書館のホームページ  

（http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/guide/visitors/circulation）に掲載している。  

 

この方針は熊本大学および附属図書館のホームページに掲載され、適切に公表・周知され

ている。                          

 

 

 

  （出典：附属図書館・規則）  

 

 

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/guide/visitors/circulation
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（資料 C－２－１－１－４）利用のための手続き（学外者）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （出典：附属図書館ホームページ  

 http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/guide/visitors/circulation）  

 

（資料Ｃ－２－１－１－５）ホームページ公開アドレス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （出典：附属図書館ホームページ、熊本大学ホームページ） 

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

 地域貢献活動の計画や方針は定められており、熊本大学及び附属図書館ホームページに

公開する以外に、ポスター等でも周知を図っている。 

改修後はデジタルサイネージ等の新たな広報も開始したことから、期待される水準にあ

ると判断できる。 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 計画に基づき、貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナーを実施している（資料Ｃ－

２－２－１－１）。改修工事のため、平成 24 年度のみ貴重資料展を実施できなかったが、

永青文庫セミナーは実施することができた（資料Ｃ－２－２－１－２）。 

資料 C－２－１－１－１ 理念と目標・計画 http://www.lib.kumamoto-

u.ac.jp/about/aboutus/vision 

 

資料Ｃ－２－１－１－２ 第 29 回熊本大学附属図書館貴重資料展ポスター  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/sites/default/files/kichou_no_29.pdf  

 

資料 C－２－１－１－３ 熊本大学附属図書館利用規則  

http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/print/print110000430.htm 
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附属図書館では、中央館・分館とも一般市民の入館利用を認め、中央館では地域住民へ

の要望に応えるものとして、平成 12 年度から県内在住の一般市民に利用登録を行った上

で貸出サービスを実施している。  

 公立図書館等との連携に関しては、熊本県大学図書館協議会、熊本県図書館連絡協議会

主催の職員研修へ講師派遣を行うと共に受講者として参加している（資料Ｃ－２－２－１

－３）。（中期計画番号 K50） 

 

（資料Ｃ－２－２－１－１）貴重資料展及び公開講演会/永青文庫セミナー記録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （出典：図書館ユニット資料）  
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（資料Ｃ－２－２－１－２）  

      貴重資料展及び公開講演会/永青文庫セミナー参加人数推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （出典：図書館ユニット資料）  

 

（資料Ｃ－２－２－１－３）県大図協及び県図連主催事業への附属図書館からの参加状況  

  
県図連主催研修会  

中・上級  

県図連主催研修会  

初級  

県大図協主催大学

図書館職員研修会  

県大図協主催実務者

研修会・セミナー  

平成 22 年度    受講者  1 名    
受講者  2 名  

講師派遣  2 名  

平成 23 年度  受講者  1 名      受講者  3 名  

平成 24 年度    受講者  1 名  受講者  1 名    

平成 25 年度  受講者  1 名    
受講者  1 名  

講師派遣  1 名  
  

  県図連：「熊本県図書館連盟協議会」の略  

  県大図協：「熊本県大学図書館協議会」の略  

（出典：図書館ユニット資料） 

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

貴重資料展は、本学研究者の協力のもと昭和 59 年度より継続実施している。（当時は特

殊資料展）平成 24 年度は改修工事のため開催できなかったが、平成 25 年度はリニューア

ルオープン記念として、新しく設けた古文書閲覧室にて展示会を実施した。  

一般市民利用については図書館ホームページでも案内しており、地域住民に対して貸出

サービスを実施することにより、大学の知の提供を行っている。 
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公立図書館等との連携では、研修会へ受講者のみならず講師を派遣するなど積極的に協

力し、貢献している。  

上記により、期待される水準にあると判断できる。  

 

観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっ

ているか。  

（観点に係る状況）  

 貴重資料展・公開講演会/永青文庫セミナーは、毎年半数以上の参加者が一般市民であり

地域貢献活動の成果である（資料Ｃ－２―３―１―１）。貴重資料展は熊本日日新聞にも後

援を依頼しており、関連記事も掲載された（資料Ｃ－２―３―１―２）。 

一般市民の利用登録者数・貸出者数・貸出冊数はいずれも増加傾向である（資料Ｃ－２

―３―１―３）。 

一般市民の要望に関しては、利用者が意見を自由に記載できる「ご意見ご要望リクエス

ト」用紙をカウンターに設置してニーズの把握に努めている。 

なお、貴重資料展等の参加者の満足度を判断するためのアンケートを実施するなど具体

的な意見聴取も必要である。（中期計画番号 K50） 

 

（資料Ｃ－２―３―１―１）貴重資料展及び公開講演会/永青文庫セミナー参加者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：図書館ユニット資料）  
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（資料Ｃ－２―３―１―２）貴重資料展  熊本日日新聞 掲載記事一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：熊本日日新聞）  

 

（資料Ｃ－２―３―１―３）一般市民登録者数・貸出者数・貸出冊数  

 
      平成 24～25 年度は改修中       （出典：図書館ユニット資料）  

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

 貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナーの参加者は、過半数が一般市民であるこ

とから、地域貢献活動の成果とみられる。 

一般市民の登録者数・貸出者数・貸出冊数とも増加していることから、地域住民の利用

が活発に行われており、期待される水準にあると判断できる。 

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  

 地域貢献活動の状況を検証する組織である附属図書館運営委員会（資料 C－１－４－１

－１（17 頁））に事業の実施報告を行い、学内選出委員から改善のための意見を聴取して

いる。 

 平成 25 年 11 月上旬に開催した貴重資料展は、新しく設けた古文書閲覧室にて実施し

（資料 C－２－１－１－２（21 頁））、高齢者も多い一般市民にバリアフリーの環境での見

学を可能とした（資料 C－１－４－１－５（19 頁））。 

改修後は、ラーニングコモンズやリフレッシュルーム等の新しい場所を設置し、一般市

民へ快適な環境を提供している。（中期計画番号 K50） 

登録者（人） 貸出者（人）貸出数（冊）
平成21年度 509 1,668 4,029
平成22年度 494 2,011 4,343
平成23年度 545 2,052 4,718
平成24年度 406 1,289 3,031
平成25年度 334 1,379 3,298
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（水準）  

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由）  

附属図書館の改修により、利用者に新しく快適な施設・設備を提供できることから、地

域住民へのサービスが向上しており、期待される水準を上回ると判断できる。  

 

４．質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

 

 学術リポジトリは、平成 21 年度と比較して登録件数及びダウンロード数が２倍に増加

した（資料 C－１－３－１－１（16 頁））。 

図書館ホームページも平成 24 年４月にリニューアルした（資料 C－１－４－１－４（18

頁））。 

 国指定重要文化財として所蔵している貴重資料には、全国の美術館等から多くの貸出要

望があり、改修工事期間中であっても限られた事務スペースを工夫して対応した（資料 C

－１－２－１－７（14 頁））。 

 上記により、質の向上度は「高い質を維持している」と判断できる。  

 

（２） 分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

 

 昭和 59 年度より継続している貴重資料展は、平成 25 年度に第 29 回展覧会を開催した。

生涯教育で高齢者も多くみられる参加者にはバリアフリーの環境を考慮し、１階の古文書

閲覧室を会場とした。また例年、貴重資料展及び公開講演会/永青文庫セミナーの参加者の

過半数は一般市民であることから、地域貢献は適切に行われている（資料 C－２－３－１

－１（25 頁））。 

 上記により、質の向上度は「改善、向上している」と判断できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古文書閲覧室  
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Ⅲ 国際化の領域に関する自己評価書 
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１．国際化の目的と特徴 

熊本大学はその「目的」で「世界に開かれた情報拠点として、各国の大学や研究機関と

学術的・文化的交流を積極的に推進するとともに、本学学生を国際社会に送り出し、留学

生教育とその支援体制を充実することによって、学術文化の国際的発展に貢献する。」と述

べている。  

本学の国際競争力向上の観点からも、附属図書館の強化を図る必要がある。教育研究上、

必要不可欠な資料の確保、とりわけ、電子ジャーナルの整備は重要である。附属図書館で

は全国の国公私立大学図書館と連携しながら、電子ジャーナルを安定して提供できる環境

の整備を図っている。  

さらに、外国人留学生受入れ推進の観点からも、留学生に対応するために図書館の英語

化の推進に努め国際化に必要な環境整備を行うことを目標として掲げている。 

グローバル化に向けた職員の意識向上が必要であり、平成 23 年度には職員の海外研修

を実現し、アメリカの大学図書館の状況を視察した。また、留学生のための母国語の一般

雑誌購読について検討中であり、留学生が利用しやすい環境整備を進めている。  

特筆すべき点は、平成 25 年 10 月の中央館改修に伴って新設したラーニングコモンズの

活用である。本学は留学生数を 1,000 人に増加させることを目標としており、ラーニング

コモンズは留学生のための勉学の場となることが目的であると共に、来日している留学生

と日本人学生が図書館で交流することにより日本人学生の国際化を促進するものとしての

活用を志向するものである。学生が活発に意見交換しながら学修できるラーニングコモン

ズは、留学生と日本人学生が学修の場に於いて意見交換できる絶好の環境である。今後は、

ソーシャルネットワークシステムを利用して外国の大学生と交流するイベントなども考え

られる。  

 

［想定する関係者とその期待］  

本学での学修や研究を望んで来日している外国人留学生・研究者も、日本人学生・研究

者と同様の期待を図書館に抱いている。それは学修、研究のための文献調査であり情報収

集の場である。個人の勉強、研究の場であり、レポート作成、PC/プリンタ等の利用のた

めともなっている。  

日本人学生や研究者にとって、図書館は海外そのものについての学修や研究の場であ

る。外国語能力の向上のため、日本文化の再発見のための図書館への期待も大きい。ま

た、外国人留学生や外国人研究者との交流を期待して図書館を利用することも考えられ

る。 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 留学生からの推薦図書購入は国際化推進機構の予算により開始したが、当予算終了後も

継続して購入するなど積極的に国際化推進を図っている。  

 

【改善を要する点】  

 図書館の国際化を更に推し進めるために、外国人留学生に特化したコーナーやスペース

等の施設設備に関して検討が必要と思われる。 

 また、図書館を利用した国際化をどのように進めるかなど、運用面の検討を始めなけれ

ばならない。  

  

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

 



熊本大学附属図書館 

32 

 

観点 国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が

定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  

（観点に係る状況）  

 附属図書館ホームページの「附属図書館の理念・目標」（ http://www.lib.kumamoto-

u.ac.jp/about/aboutus/vision）（資料 D－１―１―１―１）に、国際化について「図書館

の英語化を推進し、国際化に必要な環境整備を行います。」という目標を掲げ、下記の３点

を具体的な計画として挙げている。  

 （１）留学生用図書（日本語・外国語）の充実  

 （２）英語版ホームページの構築  

 （３）英語の館内サインの整備とガイドブックの充実  

 

（資料 D－１―１―１―１）理念と目標・計画（抜粋）  

  

（出典：附属図書館ホームページ）  

 

（水準）  

期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 教育の国際化についての目標を掲げ、その目標を達成するための具体的な計画を立てて

いる。その目標及び計画を附属図書館ホームページで公表していることから、期待される

水準にあると判断できる。 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 附属図書館では、平成 21 年度に国際化推進機構の予算で、留学生からの推薦図書を中心

に留学生用図書を購入した。このとき新着洋書を配架する「国際化図書」、簡易な英語の読

み物を中心とする「英語読本」コーナーを新設した。国際化推進機構の予算は平成 23 年度

で終了したが、その後も図書館の予算で継続して「国際化図書」、「英語読本」の資料を購

入している（資料 D－１―２―１―１）。 

 ホームページについては、平成 24 年４月に図書館ホームページの全面的なリニューア

ルを行い、英語版のページ（ http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/eng/howtouse）を公開し

た。 

 平成 25年 10月の中央館リニューアルオープン時は、館内サインに英語表示を追加した。

ガイドブックについては、図書館利用案内の英語版を毎年発行している。  

 

 

 

 

 

 



熊本大学附属図書館 

33 

 

（資料 D－１―２―１―１）国際化図書購入資料一覧（抜粋）  

図書 ID 書名 ／ 著者名 

11104000008 Neuroendocrinology : an integrated approach / David A. 

Lovejoy 

11104000016 Computer aided power system operation and analysis / R.N. 

Dhar 

11104000024 CFA fundamentals : the Schweser study guide to getting 

started / by Bruce Kuhlman ; edited by David W. Wiley and 

David Ekstrom 

11104000032 Optics and spectroscopy at surfaces and interfaces / 

Vladimir G. Bordo and Horst-Günter Rubahn 

11104000040 Molecular chemistry of sol-gel derived nanomaterials / 

Robert Corriu, Nguyên Trong Anh 

11104000059 Electronic structure and the properties of solids : the 

physics of the chemical bond / Walter A. Harrison 

11104000067 Thermodynamics of crystals / Duane C. Wallace 

11104000075 The physics of structurally disordered matter : an 

introduction / N.E. Cusack 

（出典：図書館ユニット資料）  

 

 

（水準）  

期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 留学生用の資料を継続して購入していること、英語版ホームページを公開していること、 

英語表示のサインが準備され、英語版の利用案内も発行されていることから、国際的な教

育・研究活動に必要な整備は期待される水準にあると判断できる。  

 

観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して活動の成果があがっているか。 

※該当なし  

 

観点 改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  

 留学生用の資料に関しては、学生希望図書・学生選書員となった学生が直接図書を推薦

できる制度を活用し、留学生の要望に応えている。平成 25 年１月に実施された図書館長と

学生の懇談会において、留学生からの意見であったグループ学修室については、留学生に

特化したコーナーやスペースとはなっていないものの、改修後に実現している。その他の

意見として挙がった日本語の理解が困難な学生への対応、外国雑誌の充実、日本人と外国

人の交流については検討中である。  

 図書館ホームページの英語版は随時更新を行い、図書館利用案内の英語版（冊子）も毎

年内容を最新の情報に更新している。  

 平成 23 年度には、国際戦略ユニットが企画する海外 FD 研修へ同行し、カリフォルニア

州立大学フラトン校へ図書館職員２名を派遣した。海外の大学図書館職員と直接意見を交

換し、帰国後それを職員全員へ報告することにより、職員の国際化に対する意識改革へ繋

がっている。  
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 今後は外国人留学生と日本人学生との交流の場として図書館をどのように利用するかの

検討が必要である。そのための関係部署と附属図書館との連携も重要であり、図書館にお

ける国際化に係る機能強化に向けた取り組みが喫緊の課題である。  

（水準）  

期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 附属図書館では、留学生用図書を学生からの希望に応える形で購入している。また、図

書館長と学生の懇談会での留学生の意見については既に対応している。図書館ホームペー

ジ及び図書館利用案内の英語版は毎年改訂及び更新を行い、留学生に必要な情報を随時正

確に伝達している。これらのことから、改善のための取り組みは期待される水準にあると

判断できる。 

 

４．質の向上度の分析及び判定  

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

 

 附属図書館では、国際化に向けて３つの計画を挙げており、計画に従って活動が行われ

ている。計画や具体的方針については立案されホームページで広報されている。留学生用

図書の充実については、平成 21 年度に資料の整備の基礎が培われ、コーナーが新設さ

れ、その後も継続して充実している。英語版の図書館ホームページは全面的にリニューア

ルされ公開された。図書館改修後は館内サインに英語が標準で追加され、図書館利用案内

の英語版は毎年更新されている。これらのことから、質の向上度については「改善、向上

している」と判断できる。 
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Ⅳ 教育研究支援の領域に関する自己評価書 
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１．教育研究支援の目的と特徴  

図書館を取り巻く環境の変化として、近年のインターネットの普及や ICT（情報通信技

術）の発達に伴い、電子図書館の構築など図書館の高度情報化のニーズが高まっている。

さらに今日では、スマートフォンやタブレット端末を使用した情報の収集や資料の作成を

はじめ、ソーシャルネットワークによる交流、オンラインブックの利用等、これまでには

なかった新たな環境も充実してきた。これらをはじめ、学生や社会人（一般市民）の多様

な学修ニーズに対応するためには、大学図書館の新たな機能として、静謐な個別の学修空

間だけではなく、グループでデジタル情報と紙情報をシームレスに使え、種々のサポート

も受けられる新しい学修空間も備える必要性が認識されるようになってきた。一方、教員

等研究者へのサポートとしては、従来の図書館機能を保持したうえで、研究環境と研究方

法の変化に対応した新しいサービスを提供しなければならない。  

本学の教育及び研究の目標を達成するため、附属図書館では教育支援、学修支援及び研

究支援のそれぞれの到達点として「Ⅰ－３．組織の目的」で述べた目標と計画を掲げてい

る。 

これら到達点に達するため、平成25年度には次の具体的な計画を掲げた。 

（第二期中期目標NO.26）電子コンテンツの整備、図書館システムと eラーニングシステ

ムとの連携及び電子コンテンツ等の利用ガイダンスの実施状況を検証し、必要に応じて見

直しを検討する。また、図書館システムとシラバスの連携については、「図書館システム

とシラバス連携機能強化計画」に基づき、実施する。  

（第二期中期目標NO.27）附属図書館においては、引き続き学修環境整備計画に基づ

き、グループ学修スペース（ラーニングコモンズ）を整備する。  

（第二期中期目標NO.50）学術リポジトリの拡充計画、公立図書館等との連携計画及び

附属図書館貴重資料展実施計画を実施し検証するとともに、永青文庫等については研究の

進展に応じて成果を公開する。  

（第二期中期目標NO.90）貴重資料等の電子的公開を検証するとともに、電子コンテン

ツの整備及び電子コンテンツ等の利用ガイダンスの実施状況を検証し、必要に応じて見直

しを検討する。  

また、「学修支援機能」及び「研究支援機能」に関する方針を次のように掲げて平成25

年度の中央館改修を実現したことは特徴と言える。閲覧・学習席を中心とする「静」の空

間とラーニングコモンズという「動」の空間の共存・すみ分けに十分配慮し、併せて「蓄

（アーカイブ）」の質量を維持・発展させながら、図書館のこれまでの実績や新たなニー

ズを踏まえつつ、新時代の図書館にふさわしい機能の実現と意義ある諸サービスを提供す

る。（「これからの図書館－中央館改修後の基本的な運用計画－」）  

この方針に沿い「意義ある諸サービス」の一環として、図書専門職員によるレファレン

ス（平成25年度から実施）のほか改修後の中央館ではTAを雇用（平成26年度から実施）し

て本や論文の探し方や入手方法のアドバイス、パソコンの使い方、学修のアドバイス、留

学生サポート等の支援を始めたことは特筆すべき点である。 

 

［想定する関係者とその期待］  

 図書館が行う教育研究支援において想定する関係者は、第一に在学中の学生である。学

生にとって図書館は、学修場所としての役割、PCの利用、その他の多様な利用という“場

所”としての図書館の存在を期待している。一方、中央館の改修にあたってどのような

“サービス”を図書館に期待するか学生にアンケート調査を実施したところ、学生からは

「話し合いが出来る学修環境」「学修方法、資料や情報の探し方などの相談対応」「情報

機器の使い方の相談」等の回答があった。また、相談サービスの提供者として関わりたい

か、という質問を大学院生に問うたところ「各種相談サービスに関わりたい」と考える者

が一定数存在することも判った。  

 第二の想定する関係者は、教員（研究者）である。文献の貸出、取り寄せ、複写、また
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電子ジャーナルに関するサービスの提供は従来から図書館に期待されている研究支援

である。電子ジャーナル経費の高騰をきっかけとして機関リポジトリの重要性を見直

すなど、これからは研究形態の変化に対応した新しいサービスの提供も期待される。本

学の教員が代表を務める共同研究プロジェクトに関して、図書館の持つアーカイブ機

能の柔軟な利用の提供、また図書館を研究会の場とし、所蔵する文献などの利用をいっ

そう容易に（また柔軟に）することで共同研究推進を支援することなどが考えられる。  

図書館を利用する一般市民からも研究支援に対する期待が持たれている。学外の研究

者等へ当館が所蔵する貴重資料等を開示することは、図書館の重要な役割である。中央

館の改修により、研究者等が貴重資料を広げて調べたり、数人規模のゼミを行ったり、

海外その他の来賓や報道関係者に披露したりできる部屋として資料閲覧室を配置し、

研究支援への取り組みを一層充実した。  

 最後に本学職員にとっても図書館は重要な位置を占めている。業務上必要な文献を検索

し、自身の研鑽のため必要な資料の収集を図書館に期待している。新採用職員研修に図書

館研修が取り入れられており、職員として必要な知識獲得のため図書館の利用を勧めてい

る。 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 改修に伴って、利用者の意見を取り入れることとしアンケートや館長懇談会を実施した。

大学側の計画だけでなく、ハード面、ソフト面共に、利用者から要望のあった事項を取り

入れることができた点は優れた点と言える。 

 

【改善を要する点】  

 改修により、ラーニングコモンズが設置され利活用されている。今後更に教育支援活動

を充実させるため、その活用法について教育関係の会議等を含め全学的に協議する必要が

ある。 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、教育研究支援活動が適切に行われ、成果を上げてい

ること。  

観点 教育研究支援活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具

体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されてい

るか。 

（観点に係る状況）  

 教育研究支援活動の目的や基本方針は、理念と目標・計画（資料Ｅ－１－１－１－１）

で示している。  

 電子コンテンツは、電子コンテンツ整備計画に基づき進めている（資料Ｅ－１－１－１

－２）。 

 目的を達成するための計画や活動の具体的方針は、平成 24 年６月に開催された第２回

附属図書館運営委員会にて、改修後の図書館におけるソフト面の検討 WG より附属図書館

長へ出された「答申書」（資料Ｅ－１－１－１－３）と、それを受けて、平成 24 年度第５

回附属図書館運営委員会で「これからの図書館－中央館改修後の基本的な運用計画－」（資

料Ｅ－１－１－１－４）が出されており、活動の基盤となっている。 

 また、「これからの図書館－中央館改修後の基本的な運用計画－」は、国立国会図書館が

運用する図書館に関する情報ポータルに取り上げられた（資料Ｅ－１－１－１－５）。 

改修後の基本的な運用は、上記の計画に沿って進めており、計画や具体的方針は図書館

ホームページで公開している（資料 E－１－１－１－６）。 

 なお、各年度の具体的な計画や活動内容については、各年度当初に開催される第１回附
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属図書館運営委員会において審議しており、前年度の活動実績の報告も併せて行っている。

（中期計画番号 K26） 

 

 

（資料Ｅ－１－１－１－1）理念と目標・計画（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （出典：附属図書館ホームページ） 
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（資料Ｅ－１－１－１－２）電子コンテンツ整備計画（抜粋）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：平成 23 年度第４回附属図書館運営委員会  資料２－１） 

 

（資料Ｅ－１－１－１－３）答申書（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 24 年度第２回附属図書館運営委員会  資料５）  

 

 

 



熊本大学附属図書館 

40 

 

（資料Ｅ－１－１－１－４）これからの附属図書館（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （出典：平成 24 年度第５回附属図書館運営委員会  資料２） 

（資料Ｅ－１－１－１－５）カレントアウェアネス・ポータル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：国立国会図書館ポータル http://current.ndl.go.jp/node/23004） 

 

 

 

 

 

http://current.ndl.go.jp/node/23004
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（資料Ｅ－１－１－１－６）公開アドレス  

 

 

 

 

 

 

 

       （出典：附属図書館ホームページ）  

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 教育研究支援活動の計画や方針は、附属図書館ホームページに公開されている。「これか

らの附属図書館－改修後の基本的な運用計画－策定」は国立国会図書館ポータルでも取り

上げられ、全国の図書館職員が目にする機会を得ている。上記のことから、期待される水

準にあると判断できる。 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

教育研究支援活動の目的を達成する上での実施組織は、組織図（資料 C－１－４－１－

１（17 頁））に示されており、計画に基づいた活動が適切に実施されている。  

 計画は、図書館ホームページで公開し周知しているが、利用者である学生と附属図書館

長が直接対話することにより、教育支援の目的と計画への理解を確認できる（資料Ｅ－１

－２－１－１）。具体的な活動の中で、「東光原文学賞」は平成 20 年度に、学生の読書離れ

や日本語文章作成能力の低下が言われているなか、熊大生の言語力向上と創造力豊かな学

生の育成、さらには地域社会における文学・文化活動の中核となる人材の輩出を目的に創

設されたものである。  

 東光原文学賞の実施は、本学学生の読書への関心の喚起、文章作成能力の涵養という意

義のみならず、附属図書館の利用者増や熊本大学の広報の一翼を担っている。平成 22 年度

からは入賞作品をとりまとめ、「熊本大学東光原文学賞作品集」として冊子の発行を開始し

た。応募者は、本学学生を限定としている（資料Ｅ－１－２－１－２）。学部生が 90％以

上を占めており、大学院生の応募は少ない状況であるが、文系の学生だけではなく、理系

の学生からの応募も多く実績を上げている（資料Ｅ－１－２－１－３）。 

 平成 11 年度から実施している図書館ガイダンスは、学生等が図書館の利用方法をマス

ターし、効率よく文献収集を行えるようになることを目的に開催している。平成 24 年度か

ら 25 年度にかけて、図書館内のガイダンスが実施できない期間も、授業に出向く出張ガイ

ダンス等を開催した（資料Ｅ－１－２－１－４）。 

また平成 25 年 10 月の改修後は、中央館一階にレファレンスデスクを設けた。場所はラ

ーニングコモンズに面した壁際で、OPAC 専用パソコンの横に設けており、文献等の調べ物

をしながら気軽に質問できるよう配慮した（資料Ｅ－１－２－１－５）。ラーニングコモン

ズでは、ライティング指導室との共催で、「アカデミックライティング入門」等の講座を開

き、適切な教育支援活動の場となっている（資料Ｅ－１－２－１－６）。 

（中期計画番号 K26）  

 

 

 

理念と目標・計画（資料Ｅ－１－１－１－１（37 頁）、資料Ｃ－２－１－１－５（23

頁））  

 

これからの図書館－中央館改修後の基本的な運用計画－（資料Ｅ－１－１－１－４）   

http://www.lib.kumamoto-

u.ac.jp/sites/default/files/images/kaishu/relibrary_2013.pdf  
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（資料Ｅ－１－２－１－１） 「図書館長と学生の懇談会」報告（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 24 年度第５回附属図書館運営委員会  資料１） 
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（資料Ｅ－１－２－１－２）「東光原文学賞」学部別等応募件数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  
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（資料Ｅ－１－２－１－３）東光原文学賞関連資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  

 

 

 

 

 

 

 

東光原文学賞  第 3-6 回＜平成２２年度～２５年度＞ 応募数     

学  部  
学  年  

計  大学院  
学年  

計  
1 年  2 年  3 年  4 年以上  1 年  2 年  

            文学研究科    2 2 

文  学  部  4 11 4 3 22 教育学研究科  0 0 0 

教育学部  1 0 1 0 2 社会文化科学研究科  0 0 0 

法  学  部  1 3 4 4 12 自然科学研究科  2 1 3 

理  学  部  0 3 0 0 3 生命科学研究部  0 0 0 

医  学  部  1 0 2 7 10 医学教育部  0 0 0 

薬  学  部  0 0 1 1 2 保健学教育部  0 0 0 

工  学  部  1 0 1 2 4 薬学教育部  0 1 1 

            法曹養成研究所  0 0 0 

学部計  8 17 13 17 55 大学院計  2 4 6 

            総  計      61 

 

 

 

 

 

文学部

36%

文学研究科

3%

法学部

20%

教育学部

3%

理学部

5%

工学部

7%

自然科学研究科

5%

医学部

16%

薬学部

3%

薬学教育部

2%

東光原文学賞 学部別応募状況（22-25年度）

文学部

文学研究科

法学部

教育学部

理学部

工学部

自然科学研究科

医学部

薬学部

薬学教育部
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（資料Ｅ－１－２－１－４）図書館ガイダンス実施状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



熊本大学附属図書館 

46 

 

（資料Ｅ－１－２－１－５）改修後のレファレンスデスク  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （出典：附属図書館利用案内 2014） 

 

（資料Ｅ－１－２－１－６）ラーニングコモンズ講座広報  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：附属図書館ホームページ（ http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/news/1068）） 

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 附属図書館の理念と目標・計画に沿って活動している。特に平成 25 年度の改修後は、レ

ファレンスカウンターで専門職員による活動を開始した。またラーニングコモンズにおい

ても、ライティング指導室と共催で各種講座やイベントを実施している。 

上記より、期待される水準にあると判断できる。 
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観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して、活動の成果があがっている

か。 

（観点に係る状況）  

 附属図書館（中央館）は平成 25 年度にリニューアルオープンした。従来の図書館イメー

ジを一掃し、ラーニングコモンズを導入した。リニューアルした図書館は、熊本大学広報

誌「熊大通信」（資料Ｅ－１－３－１－１）にもとりあげられ、熊本日日新聞、読売新聞で

も紹介された（資料Ｅ－１－３－１－２）。 

東光原文学賞についても、毎年の表彰式等を熊本日日新聞で報道されている（資料Ｅ－

１－３－１－３）。 

 学生の教育支援として、学生選書員による選書も実施し、選書員以外の学生からも希望

図書のリクエストを随時受け付け、蔵書構成に反映させている。 

 アンケートに関しては、「改修後の図書館サービスに関するアンケート」（資料Ｅ－１－

３－１－４）だけに留まらず、データベース選定（資料Ｅ－１－３－１－５）の際も実施

し、意見を反映させている。 

レファレンスデスクでは、図書館職員が平日 13：00～16：00 に常駐し、様々な質問や利

用相談に答えるレファレンスサービスを行っている（資料Ｅ－１－３－１－６）。改修前も

レファレンスサービスは実施していたが、専用デスクを開設し職員常駐へとサービスを向

上させたことで、利用者が気軽に相談を寄せられる環境となっている（資料Ｅ－１－３－

１－７、Ｅ－１－３－１－８）。（中期計画番号 K26） 

 

（資料Ｅ－１－３－１－１）特集Ⅱ 集まれ！新たな知の拠点へ。（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：熊本大学広報誌「熊大通信」 Vol.51 pp.11-14 

(2014)） 
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（資料Ｅ－１－３－１－２）図書館改修に関する新聞記事一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：熊本日日新聞、読売新聞）  

 

（資料Ｅ－１－３－１－３）東光原文学賞に関する新聞記事一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：熊本日日新聞）  
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（資料Ｅ－１－３－１－４）「改修後の図書館サービスに関するアンケート」結果（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：平成 24 年度第２回附属図書館運営委員会  資料５・付属資料２）  
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（資料Ｅ－１－３－１－５）データベース選定（アンケート結果最終報告）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：）  

 

 

（出典：平成 23 年度第５回附属図書館運営委員会  資料２）  
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（資料Ｅ－１－３－１－６）レファレンスデスク関連資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （出典：東光原ニューズレター：熊本大学附属図書館報  第 14 号・16 号） 

 

（資料Ｅ－１－３－１－７）寄せられた質問から抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館ユニット資料）  
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（資料Ｅ－１－３－１－８）レファレンス受付件数 

 
※レファレンスデスクは平成２５年１０月から運用 （出典：図書館ユニット資料）  

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 アンケートにより学生・研究者のニーズを具体的に把握している。レファレンスデスク

では、利用者が気軽に相談を寄せられる環境を整備し、学生に対する学修支援強化の体制

となっている。研究支援として、データベース選定でもアンケートによる意見を考慮し決

定したことから、期待される水準にあると判断できる。 

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  

活動の状況を検証する組織は、附属図書館運営委員会（資料 C－１－４－１－１（17 頁））

である。検証は、毎年委員会の議題となる図書館の活動報告（資料Ｅ－１－４－１－１、

Ｅ－１－４－１－２、Ｅ－１－４－１－３、Ｅ－１－４－１－４）で確認され、学内選出

委員に改善のための意見を聴取している。 

改善のための具体的な取り組みとしては、平成 24 年度から 25 年度にかけた中央館の改

修が第一に挙げられる。この改修でラーニングコモンズを取り入れ、附属図書館は新しい

サービスを開始した（資料 E－１－２－１－６（44 頁））。中央館だけでなく、医学系分館

も平成 24 年度にグループ学修室を設置し、学生のアクティブ・ラーニングに対応する設備

を充実させた。  

 改修に当たっては学生のアンケートを参考にするとともに、「図書館長と学生の懇談会」

（資料Ｅ－１－２－１－１（40 頁））で学生の要望が高かった個席も増設した。個席の状

況は、「熊大通信」 Vol.51 の中央館リニューアル特集でエリアごとの機能を詳細に説明さ

れている（資料Ｅ－１－３－１－１（ 45 頁））。 

 ラーニングコモンズを活用して学生のアクティブ・ラーニングを推進することが重要で

あり、教職員の意識向上のための取り組みを推進・強化すると共に、図書館における教育

研究支援活動の充実について検討を進めなければならない。 

 その他、問題点等の改善に結びつけた具体的な例として、化学系データベース「 SciFinder」

が挙げられる。平成 24 年度までは同時アクセス数に制限のある契約であったが、平成 25

年度にアクセス数無制限の契約へ移行した。変更に関しては、１年間のアクセス状況を確

認し、運営委員会で審議後に決定した（資料Ｅ－１－４－１－５）。研究者は、アクセス制

限によるストレスなく利用できる環境となっている。（中期計画番号 K26） 
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（資料Ｅ－１－４－１－１）平成 22 年度附属図書館活動状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 23 年度第１回附属図書館運営委員会  資料６）  
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（資料Ｅ－１－４－１－２）平成 23 年度附属図書館活動状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 24 年度第２回附属図書館運営委員会  資料６）  
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（資料Ｅ－１－４－１－３）平成 24 年度附属図書館活動状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度第１回附属図書館運営委員会  資料７）  
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（資料Ｅ－１－４－１－４）平成 25 年度附属図書館活動状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 26 年度第１回附属図書館運営委員会  資料５）  
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（資料Ｅ－１－４－１－５）SciFinder 契約変更に伴う接続不可率とアクセス件数の推移  

                         

                 （出典：図書館ユニット資料） 

 

（水準）  

 期待される水準を上回る。  

 

（判断理由）  

 教育研究支援活動改善のため、学生アンケートや館長懇談会を実施した。このアンケー

ト結果より利用者の意見を取り入れ、改修後の図書館では新たに個席を増設した。附属図

書館運営委員会の活動内容への意見により、データベースでは契約を本学に有利な条件に

変更するなど、改善に向けた取り組みを行い成果が上がっている。  

 上記のことから、期待される水準を上回ると判断できる。 

 

４．質の向上度の分析及び判定  

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、教育研究支援活動が適切に行われ、成果を上げてい

ること。  

 

 附属図書館の大規模な改修に伴い、利用者アンケートや、図書館長と学生の懇談会を実

施し、具体的な要望を事前に確認した。その上で、新しいサービスの在り方を考え、「これ

からの附属図書館－中央館改修後の基本的な運用計画－」を策定することができた。この

計画が第１期中期目標期間終了時点と比較して、評価時点の水準が大きく向上している点

と考える。この計画は、国立国会図書館が運用する図書館情報ポータルにも掲載され、広

く周知されることになった。  

 活動の実績として、新聞等のメディアでの紹介や、熊大通信の特集が挙げられる。  
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電子コンテンツに関しても類似データベースの比較検討を行い、経費節減に努力した。  

また、経費の問題だけではなく、運用サービス面も検討し、化学系データベース

「SciFinder」をアクセス無制限の契約へ変更している。 

上記により、質の向上度は「改善、向上している」と判断できる。  
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Ⅴ 男女共同参画の領域に関する自己評価書 
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１．男女共同参画の目的と特徴  

熊本大学は、「男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりな

くその個性と能力を十分発揮することができる男女共同参画社会」の実現を目指し、７つ

の基本方針に基づいて具体的事項を遂行している。附属図書館では、基本方針のひとつで

ある「ジェンダーの視点による情報の提供」を実践することを目的とする。図書館では、

大学が推進する男女共同参画社会について理解を深めることが出来るよう具体的な資料を

提示し、視覚的・情緒的に訴えることで、学生、教職員の啓発を効率よく実施している。 

 

［想定する関係者とその期待］  

 「男女共同参画」関係資料を検索・閲覧等するために図書館に来館する利用者は勿論で

あるが、その他の資料の入手を目的とした図書館利用者に対してもロビー等を利用して関

係する文献・資料を展示等することにより、男女共同参画への関心を高めることに貢献し

ている。これは、図書館の利用者である本学学生、教職員、一般市民に対して熊本大学の

目指す男女共同参画社会を示すよい機会となる。  

 また、図書館ユニットでは職員が関係する研修に参加することを推奨している。 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 平成 23 年度に初の試みとして男女共同参画推進室と協力して関連図書の収集を図り、

ロビー展示を開催し、新たな本との出会いを作った。  

 

【改善を要する点】  

 大学が推進する男女共同参画社会について理解を深めるため、関係する事業等に継続し

て取り組むことが必要である。 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 目的に照らして、男女共同参画に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

観点 男女共同参画基本方針等の趣旨に照らし、男女共同参画の取組を実施しているか。 

（観点に係る状況）  

 平成 23 年度に男女共同参画の取組として、熊本大学男女共同参画推進室と協力し関連

図書を購入した（資料 F－１－１－１－１）。 

 図書の広報を目的に、平成 24 年３月 15 日～４月３日にかけて中央館にて「男女共同参

画」をテーマにロビー展示を実施した。この展示は、図書館ホームページのニュースに掲

載した（資料 F－１－１－１－２）。 

今後も、関係する事業等に継続して取り組むことが必要である。（中期計画番号 K73） 
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（資料 F－１－１－１－１）男女共同参画購入資料リスト（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （出典：図書館ユニット資料）  

 

（資料 F－１－１－１－２）ロビー展示広報（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：附属図書館ホームページ  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/about/events/lobby/383） 
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（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 平成 23 年度に、学内の連携により男女共同参画に係る図書 67 冊を購入した。購入した

図書は、ロビー展示開催により広報したことから男女共同参画の活動状況は良好であると

判断できる。  

 

４．質の向上度の分析及び判定  

分析項目Ⅰ 目的に照らして、男女共同参画に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

 

 平成 23 年度に男女共同参画推進室と協力し、関連図書の収集を図った。また、男女共同

参画への興味を広げるためロビー展示を開催し、新たな本との出会いを作った。  

 初の試みであったことから、質の向上度は「改善、向上している」と判断できる。  
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Ⅵ 管理運営の領域に関する自己評価書 
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１．管理運営の目的と特徴  

 大学全体の将来構想の中で図書館の戦略的な位置付けを明確化し、学内外にアピールし

ていくことが重要であり、「図書館運営委員会」、「医学系分館運営委員会」及び「薬学部分

館運営委員会」でその実現を図っている。また、図書館の機能を維持・向上させるため、

戦略的で安定的な経費の確保策を策定し、その実現を図ることが必要であり、図書館運営

委員会（分館運営委員会を含む）において財政基盤に関する審議も行っている。  

 事務体制は、教育研究推進部長のもと、図書館ユニット長、図書館ユニットチームリー

ダー、スタッフ、臨時職員で構成されている。また、外部委託等に委ねることが可能な業

務との区分けを考慮した図書館の業務体制の在り方を模索し、平成 23 年度から業務の一

部業者委託を開始した。 

 施設面に於いては、平成 21 年度の医学系分館新設や平成 25 年度の中央館の改修に当た

り、教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備・サービスを整備した。 

 

［想定する関係者とその期待］  

図書館の利用者は、安心で安全な環境での学修や研究を期待している。学生は、図書館

が簡単にインターネットに接続できる環境であること、同時にこれらが適切に維持・管理

され、セキュリティ管理されていることを期待している。  

またレファレンスをはじめとした“サービス”はもとより、近年は図書館職員等による

学修支援も大きく期待されている。図書館が十分な任務を果たすことが出来るよう職員の

資質向上のための各種の専門研修に積極的に派遣しているほか、一般事務系の研修にも積

極的に参加している。  

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 平成 21 年度の医学系分館新設及び平成 25 年度の中央館改修で、図書館利用者が期待す

る安心で安全な学修や研究の環境を整備した。中でも動の空間であるラーニングコモンズ  

は、学生の主体的・能動的学修を支える拠点になったといえる。また、レファレンスサー  

ビスは元より、図書館が保有する各種資料の公開や学生の学修意欲向上のためのロビー展  

示など、職員が中心となって提供するサービスに於いても積極的な職員研修等により利用  

者の期待に応えている。  

 

【改善を要する点】  

 管理運営上の業務等改善のために、現状では把握出来ていない点で外部者の意見等を取

り入れることについて検討する必要がある。 

 平成25年度の耐震改修を主目的とした中央館改修では床面積の増設には至っておらず、

施設面に於いては十分な規模を備えているとはいえない。  

 また、附属図書館は国指定の重要文化財も所蔵しており、それにふさわしい管理が求

められる。これらを収納し、調査研究・展示までを行える高度な機能を備えた施設及び

貴重資料の扱いも含めた、適切な管理運営業務遂行上での人的資源の充実が必要である。  

 

３．観点ごとの分析及び判定  

（観点に係る状況）  

分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  

観点 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、

危機管理等に係る体制が整備されているか。  

（観点に係る状況）  

附属図書館は、中央館、医学系分館及び薬学部分館で構成され、管理運営組織としては、

附属図書館全体の管理運営に関する事項等を審議する機関として、各学部等の代表者で組
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織された「附属図書館運営委員会」（13 名）を設置している。また、同委員会の下に、各分

館の運営に関する重要事項を審議する機関として、それぞれのキャンパスに所属する教員

等により組織された「医学系分館運営委員会」（13 名）及び「薬学部分館運営委員会」（５

名）を設置している。  

 事務組織については、館長、教育研究推進部長の下に１ユニット長、２チームリーダー

（現在、１人が２チームリーダーを兼務している）、６担当体制をとり、専任定員 14 名、

専任臨時職員 11 名で組織している。（資料 C－１－４－１－１（17 頁）、資料Ｚ―１―１―

１―１及びＺ―１―１―１―２）。 

 附属図書館では、窓口業務等一部の業務について外部委託を採用しているが、日報等に

より本学職員が窓口業務等の状況を常に把握しつつ、定期的にミーティングを行っている。 

 附属図書館の定型業務については、専任臨時職員、外部委託スタッフが対応している

が、新たな業務を展開するための企画・立案・運営の取り組みには専任定員が中心とな

り対応しなければならない。リニューアル後の附属図書館に新しいサービスが期待されて

いる中、ラーニングコモンズ推進の企画や取り組みを実施していくにあたっては、その主

戦力となる専任定員の数が重要なファクターとなる。本学の図書館の専任定員数は 14 名

と他大学に比べて少ない。同規模大学の専任定員数を「日本の図書館 統計と名簿 2013」

で比較した場合、富山大学 21 名、信州大学 30 名、岡山大学 22 名、愛媛大学 19 名、長崎

大学 19 名、鹿児島大学 21 名となっており、今後、図書館の機動的な運営を推進していく

うえで、人的資源の不足は否めない。  

 附属図書館の管理運営及び業務の運用にあたっては、関係諸規則を整備している（資料

Ｚ―１―１―１―３）。 

危機管理等については、来館者及び職員の災害や事故等予期できない外的環境の変化に

対応するためマニュアルや緊急連絡網等を作成し対応している。（資料Ｚ―１―１―１―

４） 

また、附属図書館では、情報関連の業務を専門的に取り扱う部署として電子情報担当を

置いており、情報セキュリティや個人情報保護及び法令遵守等への対応も積極的に行って

いる（資料 C－１－４－１－１（17 頁））。（中期計画番号 K92） 

 

（資料Ｚ―１―１―１―１）熊本大学附属図書館運営委員会規則の組織及び審議事項  

(組織) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。  

(1) 図書館長  

(2) 医学系分館長及び薬学部分館長  

(3) 各学部(医学部及び薬学部を除く。)、大学院社会文化科学研究科、大学院自然科

学研究科及び大学院法曹養成研究科から選出された教授又は准教授  各 1 人 

(4) 国際化推進センターから選出された教授又は准教授  1 人 

(5) 教養教育機構長が推薦した者  1 人 

2 前項第 3 号から第 5 号までの委員は、学長が委嘱する。  

3 第 1 項第 3 号から第 5 号までの委員の任期は、 2 年とし、再任を妨げない。  

4 第 1 項第 3 号から第 5 号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前  

項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とする  

(審議事項) 

第 3 条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。  

(1) 図書館規則その他重要な規則の制定改廃に関すること。  

(2) 予算概算の方針に関すること。  

(3) その他管理運営に関すること。  

                （出典：熊本大学附属図書館運営委員会規則から抜粋） 

 



熊本大学附属図書館 

66 

 

（資料Ｚ―１―１―１―２）所掌事務 

（図書館ユニット）  

第 24 条 図書館ユニットにおいては、次の事務をつかさどる。  

（１） 図書館資料の契約、受入、分類、目録、登録及び管理に関すること。  

（２） 図書の資産登録に関すること。  

（３） 学術リポジトリのコンテンツの収集及び登録に関すること。  

（４） 図書館の広報に関すること。  

（５） カウンター業務（貸出、返却、利用案内等に係るものをいう。）に関すること。 

（６） レファレンスに関すること。  

（７） 貴重資料の閲覧、貸出、電子化等に関すること。 

（８） 情報リテラシー教育支援（利用ガイダンス企画等をいう。）に関すること。  

（９） 文献複写及び図書館資料の相互貸借に関すること。  

（10）その他図書館ユニットのミッション達成に必要な業務に関すること。 

                （出典：国立大学法人熊本大学事務組織規則から抜粋） 

 

（資料Ｚ―１―１―１―３）附属図書館関係諸規則  

熊本大学附属図書館規則 

熊本大学附属図書館長選考規則  

熊本大学附属図書館運営委員会規則  

熊本大学附属図書館医学系分館運営委員会細則  

熊本大学附属図書館薬学部分館運営委員会細則  

熊本大学附属図書館利用規則  

熊本大学附属図書館医学系分館及び薬学部分館開館時間外利用細則  

熊本大学附属図書館貴重書及び特殊文庫資料利用細則  

熊本大学細川家北岡文庫古文書利用規則  

熊本大学附属図書館貴重資料公開指針  

熊本大学学術資料調査研究推進室要項  

                         （出典：熊本大学規則集から抜粋） 
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（資料Ｚ―１―１―１―４）危機管理マニュアル目次  

目次 

 

1.  緊急連絡網・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    3 

1－2．緊急通報装置（北地区門衛所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        4 

1－3．非常用備品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       5 

2.  非常ベル・防犯ベル・警報機などが鳴った時・・・・・・・・・・・・・・       6 

3-1. 火災発生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     8 

3-2. ハロンガス消火設備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       13 

4-1. 病人・けが人の発生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    15 

4-2. AED（自動体外式除細動器）の利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・    16 

5.  台風・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    17 

6.  大雨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    18 

7-1. 地震発生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       19 

7-2. 地震時の防災体制発動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    21 

7-3. 緊急地震速報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      22 

8.  全館的停電・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       23 

9.  設備、機器の故障・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       26 

10.  異臭の訴え・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   28 

11.  盗難事件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       30 

12.  館内での不審者への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   33 

13.  館外での不審者への対応（通報があった）・・・・・・・・・・・・・・・    35 

14.  暴力的・非暴力的不法行為・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    36 

15.  その他の迷惑行為・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    40 

16.  セキュリティ・インシデント  

（セキュリティに関係した出来事  ex. 不正アクセス等）が発生した場合・・・    43 

16-2. 個人情報の漏えいが発生した場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・    45 

17． その他の事態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    46 

                       （出典：危機管理マニュアルから抜粋） 

 

（水準）  

期待される水準を下回る。 

 

（判断理由）  

附属図書館は全学的な意見の集約が必要であり、運営委員会の構成員を館長、分館長及

び各学部等の代表者で組織していることは適切である。また、本荘・九品寺地区に医学系

分館、大江地区に薬学部分館を置き、それぞれのキャンパスに所属する教員等より組織さ

れた運営委員会を設置し、機動的な管理運営体制を敷いている。  

危機管理等は、連絡網等情報伝達体制やマニュアル等を整備しており、適切な管理を行

っている。 

 事務組織は、１ユニット２チームの下に６担当を置いており、ピラミッド型の統一性の

とれた体制となっているが、学生のアクティブ・ラーニング推進のための新たな業務も発

生しており、適切な管理運営業務遂行の上で人的資源の不足は否めない。  

 

観点 構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが

把握され、適切な形で管理運営に反映されているか。  

（観点に係る状況）  
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平成 24 年５月に図書館ホームページを通じて「改修後の図書館サービスに関するアン

ケート」を実施した（資料Ｚ－１－２－１－１）。 

その結果は「これからの附属図書館－中央館改修後の基本計画  －」に反映され、個席の増

設やラーニングコモンズの設置につながった（資料Ｚ―１－２－１－２）。 

中央館では改修後の図書館をよりよいものとするため、学生の意見を直接聴取する機会

として「改修後の図書館に期待するもの」をテーマに図書館長と学生の懇談会を開催した。

（資料Ｚ－１－２－１－３）。 

教職員からの意見は、平成 24 年６月に開催された第２回附属図書館運営委員会にて、改

修後の図書館におけるソフト面の検討 WG より附属図書館長へ出された「答申書」である

（資料Ｅ－１－１－１－３（ 37 頁））。一般市民の要望に関しては、利用者が意見を自由に

記載できる「ご意見ご要望リクエスト」用紙をカウンターに設置してニーズの把握に努め

ている。  

これらの意見やニーズは図書館側で把握し、改修後の個席の増加、ラーニングコモンズ

設置を始め、レファレンスデスクの開設に反映されている。また「答申書」を受けて、平

成 24 年度第５回附属図書館運営委員会で「これからの図書館－中央館改修後の基本的な

運用計画－」が出されており、活動の基盤として管理運営へ反映させている（資料Ｅ－１

－１－１－４（38 頁））。レファレンスデスクは、図書館職員が平日 13：00～16：00 に常

駐し、様々な質問や利用相談に答えるレファレンスサービスを行っており（資料Ｅ－１－

３－１－６（49 頁））、今後さらに充実させる計画がある。改修前もレファレンスサービス

は実施していたが、専用デスクを開設し職員常駐へとサービスを向上させたことで、利用

者が気軽に相談を寄せられる環境としている（Ｅ－１－３－１－８（ 50 頁））。 

 

（資料Ｚ－１－２－１－１）改修後の図書館サービスに関するアンケート結果報告  

 

改修後の図書館サービスに関するアンケート  結果報告  

アンケート実施期間  

平成 24 年５月 11 日（金）12：00～25 日（金）23：59 

アンケート回答者数  

・学部学生 97 名 

工学部の学生による回答が 35%を占める。その他の学部は各 7~12％の回答。  

学部１・２ 年の回答が合わせて 58%を占める。学部３・４年は合わせて 34%の回答。  

・学部学生以外（以下、大学院生と表記） 25 名 

自然科学研究科 32％、社会文化科学研究科 24%、その他は各１～２名の回答。  

・外国人留学生の回答は、大学院生１名からのみ。  

アンケート結果から  

「おおいに利用したい」「利用したい」と回答した学生の割合  

 

１．協同学習を行うことができるスペースについて  

・話し合いをしながら学習できるオープンスペース  

学部学生 78％ 「どちらでもない」 10％ 

大学院生 52％ 「どちらでもない」 32％ 

全体 73％ 「どちらでもない」14％ 

・グループ学習を行うことができる個室  

学部学生 77％ 「どちらでもない」 16％ 

大学院生 40％ 「どちらでもない」 56％ 

全体 69％ 「どちらでもない」24％ 

・プレゼンテーションやプレゼンテーションの練習を行うことができるスペース  
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学部学生 66％ 「どちらでもない」 26％ 

大学院生 52％ 「どちらでもない」 40％ 

全体 63％ 「どちらでもない」29％ 

◇ 話し合いをしながらの学習は、学部学生（ 66～78％）の期待が大きく、  

大学院生は学部学生と比べると少ない（ 40～52％）ものの約半数は期待している。  

大学院生は所属研究室でグループ学習や演習を行うことができるからではないか。  

→学部学生・大学院生ともに話し合いが出来る学習環境を希望していることがわ  

かる。 

 

２．相談サービスについて  

・学習方法に関する相談サービス  

学部学生 36％ 「どちらでもない」 46％ 「利用したくない」14％  

大学院生 56％ 「どちらでもない」 24％ 

全体 30％ 「どちらでもない」42％ 「利用したくない」 13％ 

・レポートや論文の書き方に関する相談サービス  

学部学生 66％ 「どちらでもない」 25％ 

大学院生 60％ 「どちらでもない」 32％ 

全体 65％ 「どちらでもない」26％ 

・資料や情報の探し方に関する相談サービス  

学部学生 61％ 「どちらでもない」 34％ 

大学院生 84％ 「どちらでもない」 8％ 

全体 65％ 「どちらでもない」29％ 

◇ 学習方法については、学部学生の「利用したくない」という回答の割合が他に比べて  

高かった。学部学生よりも大学院生の期待が高い。  

◇ レポート作成は両者とも同じように期待が高い。学部学生（ 66％）大学院生（60％） 

◇ 資料や情報の探し方は、大学院生（ 84％）が多くの期待をしていることがわかる。  

→提供する相談サービスの内容・対象・実施方法を精査する必要がある。  

３．情報機器について  

・パソコン・情報機器・ソフトウエアの使い方に関する相談サービス  

学部学生 59％ 「どちらでもない」 33％ 

大学院生 44％ 「どちらでもない」 40％ 

・日本人学生と留学生あるいは留学生同士が知的交流できるスペース  

全体 55％ 「どちらでもない」35％ 

・携帯端末（ iPad 等）の館内貸出サービス  

学部学生 65％ 「どちらでもない」 26％ 

大学院生 52％ 「どちらでもない」 36％ 

全体 62％ 「どちらでもない」28％ 

◇ パソコン・情報機器の使い方は学部学生の需要が高い。大学院生は学部学生に比べて  

情報機器の利用方法について習熟しているためではないだろうか。  

◇ 携帯端末の館内貸出サービスは半数以上の学生が利用したいと回答している。  

→IT 機器関連のサービスは、一定程度の需要が見込めるようだ。  

 

４．多言語カフェについて  

・語学学習用個人スペース  

学部学生 67% 「どちらでもない」 26％ 

大学院生 60％ 「どちらでもない」 32％ 

全体 65％ 「どちらでもない」30％ 
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      （出典：平成 24 年度第２回附属図書館運営委員会  資料５）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部学生 45％ 「どちらでもない」 44％ 

大学院生 56％ 「どちらでもない」 36％ 

全体 46％ 「どちらでもない」43％ 

◇ 語学学習用個人スペースは、学部生（ 67％）、院生（60％）共に期待が高い。  

◇ 交流スペースについては、他のスペースに比べて「利用したい」という回答の割合が低

く、「どちらでもない」という回答の割合が高い。他のスペースに比べて若干関心が低い。 

→個人学習スペースについては需要が見込める。  

交流スペースの活用方法を精査する必要がある。  

 

５．相談サービスに TA として関わりたいかどうか（大学院生のみの設問）  

・パソコンソフトや IT 機器の使い方に関する相談サポート  

「関わりたい」20％ 「どちらでもない」52％ 「関わりたくない」24％ 

・自分の専門分野に関する学習方法に関する相談サポート  

「関わりたい」56％ 「どちらでもない」32％ 

・レポートや論文の書き方に関する相談サポート  

「関わりたい」44％ 「どちらでもない」36％ 

・資料や情報の探し方に関する相談サポート  

「関わりたい」36％ 「どちらでもない」40％ 

→各種相談サービスに TA として関わりたいと考える大学院生が  

一定の割合で存在することがわかった。  

 

６．自由記述欄について（抜粋）  

・ゾーニング  

グループ学習ができるスペースを歓迎する意見と共に、静かに学習できる空間と  

厳密に区分することを希望する意見が多かった。  

・家具について  

現行の４人掛けの机が非効率であるとの意見が目立った。個人用学習席の増設とともに、  

静的空間の４人掛けの机については、あらかじめ仕切りがついているタイプの家具を  

検討する必要がある。  

◇ IT 機器に関する業務は、他の業務に比べて関わりたいと回答した学生の割合が低い。  

◇ 自身の専門分野に関する学習相談業務に関わりたいと回答した学生の割合が高い。  
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（資料Ｚ－１－２－１－２）これからの附属図書館  

         ―  中央館改修後の基本的な運用計画  ―（該当箇所）  

１．「学習支援」機能  

（１）ラーニング・コモンズ  

 2010（平成 22）年 12 月，文部科学省科学技術・学術審議会は「大学図書館の整備につ

いて（審議のまとめ）－変革する大学にあって求められる大学図書館像－」の中で「大学

における教育に関しては，学生は授業を受けるだけでなく，より自発的な学習や実践の必

要性が重視されてきており，大学図書館にもその支援の『場』の提供や図書館職員等によ

る学習支援が期待されている。さらに，学生にはインターネット等の情報環境に対応でき

る知識やスキルを身に付けることが求められている。」また，「最近の大学においては，

学生が自ら学ぶ学習の重要性が再認識され，その支援を行うことが大学図書館にも求めら

れている。近年，整備が進められているラーニング･コモンズ，図書館職員等によるレファ

レンスサービスや学習支援は，このような要請に応える方策といえる。」とまとめている。

今回の改修により設置したラーニング・コモンズは，これを実現するものであり，複数の

学生が集まって，電子情報資源も印刷物も含めた様々な情報資源から得られる情報を用い

て議論を進めていく学習スタイルを可能にする「場」を提供するものである。その際，コ

ンピュータ設備や印刷物を提供するだけでなく，図書館職員等が，それらを使った学生の

自学自習を支援することも重要である。  

ラーニング・コモンズは「スーパーアクティブエリア」「グループ学修室」「ライティ

ングサポートエリア」を主な構成要素とする。  

 

１）スーパーアクティブエリア  

①学生が行うブレーンストーミング（その前のアイデアの揺籃期のための活動を含む），

討議，プレゼンテーション，ゼミ活動といった「動」の要素を認め，むしろ奨励する場と

してスーパーアクティブエリアを設ける。利用者（テーブル）間は十分な間隔を置き，学

生（グループ）間がお互いの妨げとならないよう配慮する。デスクトップ PC を設置すると

共に，無線 LAN の環境を整備し，PC の持ち込みを認め，学習の段階（テーマを決める，リ

サーチする，構成を考えるなど），個人・グループの別など利用における自由度の高いエ

リアとする。  

②ラーニング・コモンズの発想からは「（熱が入って）にぎやかになる」ことをも認め

るのが基本であるが，スーパーアクティブエリアが「うるさくなる」「他のグループや個

人の妨げになる」ことのないよう施設・設備面で対応すると共に運用ルールを作り周知・

徹底を図る。  

２）グループ学修室  

①2012（平成 24）年，文部科学省は学士課程教育の質的転換を求め，次のように報告し

ている。「予測困難な時代にあって生涯学び続け，主体的に考える力を持った人材は，受

動的な学修経験では育成できない。求められる質の高い学士課程教育とは，教員と学生と

が意思疎通を図りつつ，学生同士が切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に成長する

課題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング）によって，学生の思考力や表現力を

引き出し，その知性を鍛える双方向の講義，演習，実験，実習や実技等の授業を中心とし

た教育である。」グループ・ディスカッション，ディベート，グループ・ワーク等学生の

グループ学習やプレゼンテーションの練習に加え，教員によるセミナーの開催などの利用

により，課題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング）を可能にする場として，グ

ループ学修室を整備する。図書館の多様な資料，インターネット環境に加えて，プロジェ

クター等の機器を整備することによって，こうした学習を支援する。また，学生たちによ

る，また教員による，あるいは教員と学生による研究会，読書会等の活動を積極的に受け

入れる。  
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３）ライティングサポートエリア  

①ライティングサポートエリアは，学生や大学院生のライティング及び関連スキルのサ

ポートというミッションとともに，グループ学修室などと同様に，教員が図書館の持つ利

便性（専門辞書類や参考文献の使いやすさなど）を活用した授業に利用することを積極的

に受け入れるものとする。  

②図書館内のライティングサポートエリアにライティング指導コーナーを設置し，大学

教育機能開発総合研究センターのライティング指導員等による指導によって，学生のレポ

ート作成支援の強化が期待できる。  

③学生へのグループ指導や個別面接指導，またライティング短期講座の開催や授業など

多様な指導方法に対応可能とするため，ライティングサポートエリアは同一フロアの他の

エリアとは音環境として隔離された空間となるよう配慮する。  

④グループ指導のため，あるいは個人指導のため，ほかの利用者からの干渉を受けず集

中して指導を受けられるような独立性の強いスペースを確保する。  

⑤図書館が有する多様な資料がシームレスに利用出来ることでライティングサポートの

効果を高めることを期待するものである。また，図書館職員等による指導支援も視野に入

れ，既存のライティング指導室との連携を密にして，ライティングサポートの業務がねら

い通り遂行されることを目的とする。  

 

（２）個別学習空間  

学生アンケートの結果から，４人掛け机（テーブル）の使いにくさを指摘する声が少な

くないことが明らかになった。中央館の利用が多い学部学生にとって中央館は様々な科目

で課されるレポート作成のためのノウハウの習得と実際の情報収集，語学などの予復習，

一般図書や新聞を読むこと，PC を利用し文献検索を行うこと等利用内容や形態は多岐にわ

たる。このような個々の学生の多様な学習形態に対応するため，個別の学習空間を大幅に

増設することにより学生にとって図書館での学習は取り組みやすく，また魅力的なものに

なると考える。また，特に静謐な個別学習空間としてスーパーサイレントルームを設置す

る。 

 （出典：平成 24 年度第２回附属図書館運営委員会  資料５）  

 

（資料Ｚ－１－２－１－３）図書館長と学生の懇談会  

「図書館長と学生の懇談会」報告  

 

○日時：平成２５年１月１８日（金）  １６：３０~１８：００  

○場所：放送大学３階  講義室１  

○目的：改修後の図書館をよりよいものとするため、主として次のテーマについて学生

の意見を直接聴取することを目的とする。  

テーマ 「改修後の図書館に期待するもの」  

○参加者：図書館長  

学生 １１名  

文学部２名 法学部１名 教育学部２名 理学部１名 医学部１名  

自然科学研究科１名 社会文化科学研究科２名 留学生１名（教育学研究

科） 

     陪席 図書館スタッフ ９名 

 

○意見及び回答（抜粋）  

【改修後の図書館に期待するもの】  

意 見 ： 閲覧席、特に個人席を増やしてほしい。（自然・法）  

回 答 ： 個人席は５０席程度増えます。  
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意 見 ： 改修後の図書館の防音設備はどうですか？（自然）  

回 答 ： １階から２階へできるだけ声が上がらないように工夫しています。  

意 見 ： 計画図を見ると、以前より書架が少なくなるのではないですか？（社文）  

回 答 ： 実質的には以前より多くなります。  

意 見 ： 見晴らしのよい２階にソファがあればくつろげます。（文）  

回 答 ： ２階は個人席を多くしています。静かにすごすことができます。  

意 見 ： ガラス張りになるようですが、外から中が見えるのですか？（自然）  

回 答 ： 外から中は見えません。ガラス張りは外装のようなもので、中には壁がある

と聞いています。  

意 見 ： IT 相談のコーナーができるようですが、若い世代は既に簡単な操作はでき、

人に聞かなければならないような難しい操作を必要とする利用者は少ない

と思います。（法） 

意 見 ： 社会人学生の多い文系の大学院等では、IT に関する助言を必要とする方も多

いです。（社文） 

回 答 ： 図書館のパソコンコーナーは学内で最も利用率が高く、トラブルの確率も高

いのでそのような時は相談に乗る必要があります。実際図書館で使って困っ

たときに相談に応じます。  

意 見 ： ライティング指導室がなぜ図書館に移動する必要があるのですか？（文）  

回 答 ： ライティング指導室はこれまでどおり全学教育棟にあって、そこから図書館

のライティングサポートエリアに指導員がきて、図書館ならではのライティ

ング指導をしてもらうように考えています。  

意 見 ： リフレッシュルームと閲覧室の違いは飲み物が飲めるかどうかだけですか？

リフレッシュルームに図書を持ち込んでもいいのですか？（文）  

回 答 ： リフレッシュルームは閲覧室とは性質が違うものとして考えています。利用

方法の詳細はこれから検討します。  

意 見 ： グループ学習室にはプレゼン用のプロジェクターなどの機材はありますか？

（理） 

回 答 ： 設置予定です。  

意 見 ： グループ学習室はいくつありますか？１日中利用できますか？（留）  

回 答 ： 全部で３室あり、２つは１０人程、１つは２０人程が利用できます。みなさ

んが使い易いような利用方法を考えます。  

意 見 ： 日本語のできない学生への対応はどうしていますか？（留）  

回 答 ： 「利用案内」は英語版もあります。また、職員がうまく英語で対応できるわ

けではないので、職員養成を今後の課題と考えています。  

意 見 ： スーパーアクティブエリアでの日本人と外国人の交流とはどのようなもので

すか？（留） 

回 答 ： 学生や先生からこのような使い方をしたいとの提案をお待ちします。  

意 見 ： 今までの図書館は、空気が悪く換気されていないと感じていました。（文）  

回 答 ： これまでの空調は古くて調子が悪かったのですが、改修後は２４時間換気に

なりますのでこれまでのようなことはありません。  

意 見 ： 今後も１年に１回位このような学生の意見を聞く場を設けて欲しい。（自然）  

回 答 ： 今後もこのような学生の声を聞く機会を、続けて設けていきたいと思ってい

ます。 

 

【その他】  

意 見 ： 外国の雑誌はどのくらいありますか？中国の雑誌はどうですか？（留）  

回 答 ： 図書館には基本的なものを置きます。その他は関連の研究室や学部に配架さ

れています。  
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意 見 ： 視聴覚コーナーの活用のために外国語学習教材を充実させてほしい。（社文）  

回 答 ： 語学教材や問題集は率先しては購入していません。  

意 見 ： 特に試験中は勉強場所がないので、医学系分館の開館時間を延長してくださ  

い。（医） 

回 答 ： 今後実情などを調査し対応できるか検討します。  

意 見 ： 法学部の学生に有用なデータベースがありますが、利用の広報は行なってい

ますか？（法） 

回 答 ： 図書館ガイダンスに判例コースがあり、４月の１年生のゼミ単位のガイダン

スでも紹介しています。  

意 見 ： 書庫へ行くときのロッカーに鍵をつけて欲しい（社文）  

回 答 ： 以前は鍵がありましたが、私物化されることもあったので、今は鍵をつけて

いません。  

意 見 ： OPAC で、詳しくどこの棚にあるかまでの所在位置の表示があればいい。（理）  

回 答 ： 図書館の図書の所在は常に移動しているので、細かいところまでの表示はで

きません。  

  

（出典：平成 24 年度第５回附属図書館運営委員会  資料１） 

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 構成員（教員である図書館運営委員会及び学生）のニーズを調査し、要望に応える設備

を整えて、リニューアルオープンが出来たことにより、期待される水準にあると判断でき

る。 

 

観点 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研

修等、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

館長、部長及びユニット長等管理職は、全国的な組織である国立大学図書館協会が主催

する総会やマネジメントセミナーをはじめとする各種会議並びにセミナー等に出席し、そ

の成果を本館の管理運営に役立てている。また、実務に携わっている職員については、学

内外で開催される専門的な研修のみならず、大学職員としての一般的な研修にも積極的に

参加している（資料Ｚ―１―３―１―１）。  

附属図書館に所蔵する貴重資料は本学の特徴となっており、これに関する知識や取り扱

いに関する人的な質の向上が必要である。今後、継続的な後継者養成のための取り組みが

必要である。 
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（資料Ｚ―１―３―１―１）平成 22～25 年度に参加した主な会議・研修等  

 会議・研修等名 H22 H23 H24 H25 

 

 

 

学 

 

 

外 

 

 

 

国立大学図書館協会総会及びﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅｰ 3 2 2 3 

九州地区大学図書館協議会総会  3 2 2 3 

九州地区国立大学図書館協会総会  3 2 2 3 

熊本県大学図書館協議会総会  2 2 2 2 

熊本県大学図書館協議会研修会  2 3 1 1 

熊本県図書館連絡協議会理事会 2 2 1 1 

熊本県図書館連絡協議会研修会 1 1 1 1 

国立情報学研究所が主催する研修  1 1 1  

図書館等職員著作権実務講習会（文化庁）  1    

その他研究機関等が主催する研修等  4 4 2 6 

 

学 

内 

 

ビジネスマナー研修   3   

クレーム対応研修  1 1   

OJT 指導の仕方研修   1 2 1 

その他学内で開催される研修等  4 3 5 1 

                        （出典：図書館ユニット資料）  

 

（水準）  

期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

附属図書館では実務を担当する職員だけでなく、管理職を含めた全職員が資質向上のた

め積極的に関係する会議並びに研修等に参加し、その成果を実務に活かしている。  

 

分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに、継

続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  

観点 活動の総合的な状況について、根拠となる資料やデータ等に基づいて、自己点検・

評価が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 附属図書館では、各部局等の活動の活性化を目的として、根拠となる資料・データに基

づき、活動の自己点検・評価を行う全学的な「組織評価」を定期的（第１回：平成19 年度、

第２回：平成 26年度予定）に実施しており、実施後の自己評価書は、熊本大学のホームペ

ージ（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka/hyouka）に掲載し

ている。  

また、全学的に実施される法人評価及び認証評価のための自己点検評価も定期的に実施

している。  

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

 附属図書館では、部局独自の自己点検・評価は実施していないが、活動の自己点検・評

価を行う全学的な「組織評価」の際に一部局として定期的に実施しており、また、全学的

に実施される法人評価及び認証評価のための自己点検評価も定期的に実施している。  
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観点 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われ

ているか。  

（観点に係る状況）  

 附属図書館では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施し、法人評

価は国立大学法人評価委員会（毎年度及び第１期：平成21年度、第２期：平成28年度予定）

に、認証評価（第１回：平成21年度、第２回：平成27年度予定）は認証評価機関に定期的

に評価を受けている。   

また、平成 26 年度に実施する組織評価では、経営協議会で検証を行うこととなってい

る。  

なお、利用者が意見を自由に記載できる「ご意見ご要望リクエスト」用紙をカウンター

に設置しており、一般市民の意見やニーズは把握出来ている。用紙では把握できない部分

について、今後どのように意見を取り入れるか、検討する必要がある。  

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

 附属図書館では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施し、定期的

に本学が外部機関による法人評価並びに認証評価を受ける際に一部局として評価を受けて

いる。 

観点 評価結果がフィードバックされ、改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  

 附属図書館の自己点検・評価については、組織評価委員会において評価作業を行い、自

己評価書は管理運営組織である運営委員会の議を経て確定する。 

 このように自己評価の内容は、運営委員会の委員全員が承知しており、評価結果に基づ

いた管理運営を行っている。  

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

 附属図書館の自己点検・評価の評価結果は、管理運営組織である運営委員会の委員全員

が承知し、その評価結果に基づいた管理運営が可能な仕組みになっている。外部利用者の

「ご意見ご要望リクエスト」による評価も併せて、日々の図書館運営に活かされている。  

 

分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任

が果たされていること。（教育情報の公表）  

※該当なし  

 

分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用

されていること。（施設・設備）  

観点 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されてい

るか。また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、そ

れぞれ配慮がなされているか。  

（観点に係る状況）  

 平成 24 年より耐震補強及び学修環境の整備のための全面改修工事を実施し、施設・設備

における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面の整備を図った(資料Ｚ－２－１－１－１) 

(資料Ｚ－２－１－１－２) 。 
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平成 25 年 10 月１日に中央館１階にオープンしたラーニングコモンズ内には、プレゼン

練習や授業でも利用可能なグループ学修室やアクティブエリア、ライティングサポートエ

リア、レファレンスカウンター等を設置した。古文書閲覧室で平成 25 年 11 月に第 29 回

熊本大学附属図書館貴重資料展・公開講演会 /第８回永青文庫セミナーを実施し、グル―プ

学修室で平成 26 年１月 20 日に第 16 回 21 世紀型大学教育セミナーを実施した。アクティ

ブエリアでも、平成 26 年３月 27 日の高大連携イベント「高校生のための文章講座」を開

催した。また、２階には学生から要望のあった個席を増やし、新たにスーパーサイレント

ルームを設置し、静謐な学修環境を整備した (資料Ｚ－２－１－１－３)（資料Ｚ－２－１

－１－４）。 

 なお、前述の全面改修は耐震改修を主目的としたもので床面積の増設には至っておら

ず、今後も蔵書数は増加し、各部局に貸し出してある図書・資料の返却が続くと予想

され、現在の中央館の蓄機能ではこうした事態に対応することが難しい。  

 また、所蔵している重要文化財にふさわしい管理が求められ、これらを収納し、調査

研究・展示までを行える高度な機能を備えた施設が必要になってくる。  

 

（資料Ｚ－２－１－１－１）施設・設備状況  

占有延床面積 書架棚総延長  図書収容能力  

H25 年度 

入館者数〔延

数〕 

8884.00 ㎡ 27.11ｋｍ 75.3 万冊 170,330 人 

                （出典：大学・短期大学・高専図書館調査票２０１４） 

 

（資料Ｚ－２－１－１－２） 

バリアフリー（スロープ）及び安全・防犯面（防犯カメラ・自動ドア）配置図  

（地下中２階平面図）  
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（１階平面図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2 階平面図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （出典：図書館ユニット資料）  
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（資料Ｚ－２－１－１－３）中央館館内地図  

 

（出典：熊本大学附属図書館中央館リニューアルオープン資料） 

 

（資料Ｚ－２－１－１－４）「図書館長と学生の懇談会」報告  

 「図書館長と学生の懇談会」報告（抜粋）  

 〇テーマ  「改修後の図書館に期待するもの」  

 日時：平成 25 年１月１８日（金）  16： 30-18： 00  場所：放送大学３階  講義室１  

学生の意見  図書館からの回答  

閲覧席、特に個人席を増やしてほしい。

（自然・法）  
個人席は 50 席ほど増える。  

改修後の図書館の防音設備はどうか。（自

然）  

１階から２階へ出来るだけ声が上がらないよう

工夫している。  

計画図を見ると、以前より書架が少なくな

るのではないか（社文）  
以前より増える。  

                 （出典：「図書館長と学生の懇談会」報告を基に作成）  

 

（水準）  

 期待される水準を上回る。  

 

（判断理由）  

 平成 25 年 10 月より、グループ学修室では熊本大学ライティング指導室（平成 26 年４

月よりライティング＆コミュニケーションラボ（WCL））によるラーニングコモンズを活用

した講座が開講され、延べ人数 1,105 人が利用した。また、学生によるプレゼンや語学の

練習、ディスカッション等にも利用されている。  

 館内の防犯カメラの導入や職員通用口の常時施錠化により、安全・防犯面でも成果をあ

げている。  

これらの取り組みや活動、成果の状況は極めて良好であり、期待される水準を上回ると

判断できる。 
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観点 教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

 附属図書館中央館、医学系分館、薬学部分館の各館内に全学無線 LAN 基地局が設置され

ていて、学生がノート PC、タブレット端末、スマートフォンから自由にインターネットに

接続できるだけでなく、大学が契約している有料のデータベース、電子ジャーナルにアク

セスできる環境が整っている（資料Ｚ－２－２－１－１）。 

このほか、附属図書館各館には学生が利用できるパソコン（総合情報統括センター所管

の教育用端末 )が合計 139 台設置されている。 

この台数は、全学の１割強にすぎないが、図書館のパソコンは開館時間帯ならいつでも

利用できるので学生にとっては最も利用し易いパソコンとなっている (資料Ｚ－２－２－

１－２)。 

 

（資料Ｚ－２－２－１－１）学内無線 LAN 基地局配置図(抜粋) 

      

（出典：図書館ユニット資料） 
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（資料Ｚ－２－２－1－２）教育用端末及び教育用プリンタの設置場所と台数 

設 置 場 所  端末数  
プリンタ

数  

総合情報統括センター  3 階 実習室 1 97 3 

総合情報統括センター  4 階 実習室 2 57 2 

全学教育棟 A 棟 4 階  A404 教室  31 1 

全学教育棟 A 棟 4 階  A405 教室  31 1 

全学教育棟 A 棟 4 階  A406 教室  69 2 

全学教育棟 A 棟 4 階  A407 教室  53 2 

全学教育棟 A 棟 4 階  A408 教室  53 2 

全学教育棟 B 棟 4 階  B401 教室  105 3 

全学教育棟 A 棟 3 階  A302 教室  61 2 

全学教育棟 B 棟 3 階  B301 教室  61 2 

全学教育棟 B 棟 3 階  B302 教室  61 2 

生命科学研究部 医学部総合研究棟  3 階 情報演習室  127 3 

生命科学研究部 薬学部本館 C 棟 2 階 パソコン室  101 3 

自然科学研究科･理学部総合研究実験棟  6 階 コンピューター室  49 2 

工学部研究棟  IV 1 階  計算機室  109 3 

附属図書館 中央館 1 階 PC ルーム  48 1 

附属図書館 中央館 2 階 PC ルーム  40 1 

生命科学研究部  医学部医学教育図書棟 2 階附属図書館医学系分館   36 1 

生命科学研究部  薬学部Ｅ棟 2 階附属図書館薬学部分館  15 1 

医学部保健学科 A 棟 204 講義室  49 2 

医学部保健学科 B 棟 201 講義室  33 1 

医学部保健学科 図書室  4 1 

総合情報統括センター（テスト用）   20 0 

総合情報統括センター（保守用）   40 0 

合 計  1,350 41 

（出典：図書館ユニット資料） 

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

『附属図書館の利用者全員が ICT 環境を享受できる。』を目標としている。  

パソコンコーナーを設けて相当数の端末機器を設置しているほか、無線 LAN 基地局を整

えていることから教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境は整えていると判断できる。 

 

観点 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他の教育研究上必要な資

料が系統的に収集、整理されており、有効に活用されているか。  

（観点に係る状況）  

 附属図書館では、全学の図書の購入をまとめて行っており、各学部からの請求にもとづ

いて図書を発注し、目録作業後に各学部へ配送している。目録作業の実施により、蔵書検

索システムで所蔵資料の検索ができる。図書館に配架する図書は、シラバス掲載参考図書、

学生の希望図書、人文社会系大学院からの推薦図書、分野を限った重点図書、図書館員の

選書と多岐に渡って選書されており、教育研究に必要な図書を教育研究組織及び教育課程

に応じて偏りがないように収集、整理している。紙媒体以外に電子ブックを購入し図書館
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ホームページ（http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/support/db/41）から、学内のどこから

でも、常時パソコンをとおして利用できるようにしている。各学部の図書は通常は各学部

に置かれているが、利用の必要がなくなった場合は図書館へ返却され、再配架されること

により有効な活用に寄与している。附属図書館は授業のある期間、中央館は平日 22 時ま

で、医学系分館は平日 21 時まで、土日休日は中央館・医学系分館とも 12 時～18 時まで開

館している。資料の貸出冊数は改修中を除いて増加しており、資料が活発に利用されてい

ることが判る（資料Ｚ－２－３－１－１）。 

 

（資料Ｚ－２－３－１－１） 利用統計  

 図書貸出冊数  電子ジャーナルダウンロード数  

平成 21 年度  65,611 552,293 

平成 22 年度  65,994 570,440 

平成 23 年度  68,478 562,936 

平成 24 年度  53,929 532,735 

平成 25 年度  64,573 547,963 

    平成 24～25 年度は改修中    （出典：熊本大学データ集２０１４） 

 

（水準）  

 期待される水準にある。  

 

（判断理由）  

 図書館の図書は多様な選書方法で、網羅的・段階的に収集している。収集した資料は蔵

書検索システムで時間・場所を問わず検索でき、図書館が夜間・休日とも開館しているこ

とによりいつでも活用できる。貸出冊数は毎年増加している。以上のことから期待される

水準にあると判断する。  

 

観点 自主学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。  

（観点に係る状況）  

 中央館では、平成 25 年 10 月のリニューアルオープンより１階にラーニングコモンズを

設置した。ラーニングコモンズには、プレゼン練習や授業でも利用可能なグループ学修室

や、テーブルと椅子の配置を自由に変えられるアクティブエリア、レファレンスカウンタ

ーを設置した。また、プロジェクターとホワイトボードを設置し、サイレントエリアとし

て静謐な学修環境を整備した。学生の要望により個席数を増やし、スーパーサイレントル

ームを設置し、静謐な学修環境を提供している。また、飲食が可能なリフレッシュルーム

を設置し、自動販売機を１台設けている（資料Ｚ－２－４－１－１）（資料Ｚ－２－１－１

－３（77 頁））(資料Ｚ－２－１－１－４（77 頁））。１階のアクティブエリアにおいてのホ

ワイトボードの使用はもちろん、グループ学修室はプレゼンテーション練習やゼミ研究の

予約が入っている。２階のサイレントエリアでも個席やパソコンコーナーでのレポート作

成が見られ、効果的に利用されている。  
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（資料Ｚ－２－４－１－１）施設整備状況  

  1 階  ラーニングコモンズ  2 階  サイレントエリア  

名称  グループ学修室  

その他  

(アクティブエリ

ア  

パソコンコーナー

等）  

スーパー  

サイレントル

ーム  

その他  

（パソコンコーナ

ー  

閲覧席等）  

座席  40 138 23 247 

パソコン台数  0 48 0 40 

ホワイトボー

ド  
3 4 0 0 

プロジェクタ

ー数  
3 1 0 1 

H25 年度入館者数： 170,330 人     

                           （出典：図書館ユニット資料）  

 

（水準）  

 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  

 改修により、多様なニーズに応じた学修環境の提供が可能になり、各施設設備は効果的

に利用されている。よって、期待される水準にあると判断できる。  

 

４．質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  

 

 管理運営体制は、附属図書館運営委員会を中心に整備されている。事務組織は、平成 23

年度よりサービス業務の一部を外部へ委託しており、それに伴い、図書館職員は平成 21 年

度当時 19 名の定員数が、25 年度には 14 名に減じた。平成 21 年度の図書館事務組織は１

課に管理系・サービス系があり１課長・２副課長の下で機能していたが、平成 22 年 10 月

以降は１ユニット２チーム制をとっているものの、一人のチームリーダーが２チームを兼

任している状態が続いている。本学図書館の人的資源不足は顕著であり、外部委託により

一部の業務については、経験を積むことが困難になり事務組織として知の継承が難しくな

っている。また、本学の特徴である貴重資料の管理には専門的な知識や技術が必要であり、

その後継者の育成も喫緊の課題となっている。  

 上記により、管理運営体制及び事務組織に関しては、「質を維持しているとはいえない」

状況である。  

 

（２） 分析項目Ⅱ  活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとと

もに、継続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  

 

 附属図書館では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施している。  

 自己評価の内容は、附属図書館の管理運営組織である運営委員会の委員全員が承知して

おり、評価結果に基づいた管理運営を行っているが、平成 21 年度も同様であったことから

向上度は「質を維持している」状況である。  
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（３） 分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説

明責任が果たされていること。（教育情報の公表）  

 ※該当なし 

 

（４） 分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効

に活用されていること。（施設・設備）  

 

「重要な質の変化あり」  

 平成 24 年より耐震補強及び学修環境の整備のための全面改修工事を実施し、施設・設備

等を一新した。  

 改修後の附属図書館では多様なニーズに応じた学修環境を提供しており、特にラーニン

グコモンズでは、利用者同士の交流と啓発の場を設けることができた（資料Ｚ－２－１－

１－３（77 頁））。 

 １階のアクティブエリアでは、プレゼンテーション練習やホワイトボードの使用も多く

みられる。２階のサイエントエリアでは、学生の要望が多い個席を設置した。  

 図書の貸出については、改修工事期間中に図書館機能を縮小している期間も、可能な限

り貸出に応じ、資料の有効活用に努めた（資料Ｚ－２－３－１－１（80 頁））。 

 上記により、質の向上度は「大きく改善、向上している」と判断できる。  
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